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来
訪
実
績
が
な
く
て
も
で
き
る 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
立
案

　

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
、

過
去
の
訪
日
実
績
や
ア
ク
セ
ス
条
件
な
ど

か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
を
決
め
て
行
う
、
い

わ
ば
発
地
か
ら
の
着
想
が
中
心
だ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
方
法
に
は「
訪
日
実
績
が
な

い
と
対
策
も
立
て
ら
れ
な
い
」と
い
う
課

題
が
あ
る
。
そ
こ
で
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）で
は
、訪
日
実

績
が
な
い
地
域
で
も
誘
客
が
可
能
な
マ
ッ

チ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

現
場
に
近
い
市
町
村
が
取
り
組
め
ば
、
よ

り
機
動
的
な
商
品
造
成
が
で
き
、
継
続
的

な
販
売
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
に
も

つ
な
が
る
。
ぜ
ひ
こ
の
ツ
ー
ル
で
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
資
源
を
発
掘
し
、
需
要
喚

起
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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 高知県仁淀川町・富山県高岡市

外国人ニーズを捉えた“マッチングツール”で
地域資源を稼げるコンテンツへ

「インバウンド旅行者の需要創造メカニズム研究」より
市町村の取り組み事例

着地から考える
新・インバウンド
攻略法

イラスト=武曽宏幸

新型コロナウイルスの流行により、観光業界は未曾有の困難の中にあるが、
今は事態の収束後に向け、できるかぎりの準備を進めて行くべきときだ。
本特集では、まだ知られていない地域資源を掘り起こし、狙うべきターゲットを絞ることで、
市町村レベルで取り組めるインバウンド攻略法を提案し、その実践結果をご報告する。
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フレーム開発

戦
略
立
案
の
担
い
手
は
市
町
村 

「
着
地
か
ら
考
え
る
」利
点
と
は
？

　

着
地
か
ら
考
え
る
戦
略
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

「
地
域
に
本
当
に
共
感
し
て
く
れ
る
層

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）」を
知
り
、「
そ
の
人
た
ち

に
喜
ば
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
す
る
」

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
戦
略
の
担
い

手
は
、
地
域
に
も
っ
と
も
近
い
市
町
村
だ
。

市
町
村
で
あ
れ
ば
地
域
の
事
業
者
と
の
距

離
も
近
く
、
観
光
商
品
化
す
る
際
に
も
よ

り
現
実
的
な
検
討
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

一
発
で
完
璧
な
も
の
を
作
る
の
は
難
し
い

の
が
観
光
商
品
だ
が
、
市
町
村
な
ら
、

個
々
の
商
品
に
対
し
て
テ
ス
ト
販
売
、
誘

客
、
磨
き
上
げ
と
い
っ
た
体
制
を
作
り
や

す
い
。
戦
略
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

実
践
に
つ
な
げ
や
す
い
の
だ
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦

略
を
立
て
る
上
で
大
き
な
弱
点
と
な
る
の

が
、
参
考
に
な
る
訪
日
実
績
デ
ー
タ
の
少

な
さ
だ
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
こ
の
点
に
注
目
し
、

「
訪
日
実
績
が
な
く
て
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

わ
か
り
」「
そ
れ
に
応
じ
た
地
域
資
源
選

び
が
で
き
る
」に
は
何
が
必
要
か
を
考
え

る
研
究
に
着
手
し
た
。
こ
れ
が
今
回
ご
紹

介
す
る『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
需
要

創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
』。
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
地
域
資
源
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と

マ
ッ
チ
さ
せ
、
新
た
な
需
要
を
生
み
出
す

こ
と
が
そ
の
狙
い
だ
。

体
験
内
容
だ
け
で
な
く 

「
深
層
ニ
ー
ズ
」が
重
要

　

で
は
、
自
地
域
に
マ
ッ
チ
す
る
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
選
ぶ
に
は
何
が
分
か
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

訪
日
客
の
共
感
を
得
る
に
は
、
単
に
観

光
地
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
で

き
る「
体
験
」が
重
要
だ
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
し
か
し
、
世
界
の
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
海
外
旅
行
の
動
機

は
、「
欲
求（
旅
以
外
で
も
満
た
せ
る
欲

求
）を
満
た
し
た
い
」と「
体
験（
旅
先
で

で
き
る
こ
と
）を
し
た
い
」の
掛
け
合
わ

せ
が
大
半
を
占
め
て
い
る（
図
１
）。
こ
こ

か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
欲
求
と
体
験
が
掛
け
合
わ
さ
れ
た
、
非

実
績
な
し
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

カ
ギ
は「
深
層
ニ
ー
ズ
」に
あ
り

Ｏ
Ｔ
Ａ※

の
ク
チ
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
コ
メ
ン
ト
が
旅
先
選
び
の
重
要
な
材
料
と
な
る
今
、

「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」だ
け
で
は
旅
行
者
の
求
め
る
も
の
は
語
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、

旅
行
者
が
体
験
を
通
じ
て
満
た
し
た
い
欲
求
＝
深
層
ニ
ー
ズ
に
注
目
し
た
ツ
ー
ル
の
開
発
を
目
指
し
た
。

図1  海外旅行をする動機

図2  海外主要OTAメディアでの体験ジャンルとクチコミの関係

出典:Global Travel Intentions Highlights 2017

「インバウンド旅行者の需要創造メカニズム研究」より。以下、出典の記載のないものはすべて同じ。

※Online Travel Agency。
　『じゃらんnet』のようにイ

ンターネット上だけで完
結する旅行会社、旅行サ
イトのこと。

理論編

【欲求を満たしたい】
（例）
○家族やパートナーと絆を深めたい
○ストレス発散したい
○リラックスしたい

【体験をしたい】
（例）
○異文化体験したい
○秘境を訪れたい
○買い物したい

【欲求を満たしたい】×
【体験をしたい】
→多様化したニーズ

●See-animals	 ●Guide-knowledge-history,wonderful
●cruise-sunset	 ●enjoy-island

Boat Tours
in America

●See-animals	 ●Guide-knowledgeable
●wife-love	 ●boat-ride,relax

●See-animals	 ●Guide-knowledgeable,friendly
●trip-safe	 ●kid-love

Friends

Couples

Families

63％30％ 6％
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常
に
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
考
え
を
も
と
に
、
世
界
で
人
気
の

Ｏ
Ｔ
Ａ
メ
デ
ィ
ア
に
投
稿
さ
れ
た
ク
チ
コ

ミ
デ
ー
タ
を
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
分
析
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
一
つ
の
体
験
内
容
に
対
し
て
寄
せ

ら
れ
た
ク
チ
コ
ミ
に
は
、
や
は
り
さ
ま
ざ

ま
な
欲
求
や
体
験
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た（
図
２
）。
た
と
え
ば

投
稿
者
の
属
性
別
に
分
け
て
み
る
と
、
同

じ「
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
」と
い
う
体
験
で
も
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ら「
子
供（
が
）
好
き
」

「
安
全
」、カ
ッ
プ
ル
な
ら「
妻（
が
）好
き
」

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」、
友
人
同
士
な
ら「
楽
し

む
」な
ど
、
同
じ
体
験
で
満
た
し
た
か
っ

た
欲
求
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
は
既
知
の
も
の
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
側
面
は
大
き
い
。

以
前
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
ス
ポ
ッ

ト
情
報
が
あ
り
、
人
は
そ
の
中
か
ら
行
き

先
を
選
ん
で
、
そ
こ
で
で
き
る
体
験
を
し

て
い
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で「
ど
ん
な
欲
求
が
満
た
さ
れ
た
か
」が

語
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
見
た
人
も

「
自
分
の
満
た
し
た
い
欲
求
」に
合
わ
せ

て
行
き
先
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
旅
の
動
機
は
見
逃
せ
な
い
。

　

本
研
究
で
は
、
心
の
奥
底
に
あ
る
こ
の

よ
う
な
欲
求
を「
深
層
ニ
ー
ズ
」と
名
付

け
た
。
訪
日
客
の
深
層
ニ
ー
ズ
が
分
か
れ

ば
、
よ
り
期
待
に
応
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

用
意
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
研
究

で
は
こ
の「
深
層
ニ
ー
ズ
」を
も
と
に
訪

日
客
と
地
域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
ツ
ー

ル
の
開
発
を
目
指
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を 

選
定
す
る
フ
レ
ー
ム
が
完
成

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
外
国
人
旅
行
者

（
訪
日
客
以
外
も
含
む
）の
深
層
ニ
ー
ズ

を
捉
え
る
た
め
の
定
量
調
査
。
海
外
旅
行

慣
れ
し
て
い
る
旅
行
先
進
国
の
ニ
ー
ズ
を

抽
出
す
る
こ
と
で
、
世
界
共
通
で
高
い
シ

ェ
ア
の
あ
る
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
る
と
の

仮
定
か
ら
、
海
外
出
国
者
数
、
海
外
旅
行

支
出
総
額
、
人
口
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
で
上
位

に
あ
た
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国

を
調
査
対
象
と
し
た
。

　

調
査
で
尋
ね
た
の
は「
海
外
旅
行
の
動

機（
滞
在
日
数
・
同
行
者
）」「
海
外
旅
行
の

目
的
」「
国
を
決
定
す
る
上
で
の
重
視
条

件
」「
メ
イ
ン
で
行
っ
た
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
」。
そ
の
結
果
、
深
層
ニ
ー
ズ
は
国
や

属
性
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
に
紐
づ
い

て
実
施
す
る
体
験
ジ
ャ
ン
ル
や
、
行
き
先

を
選
ぶ
決
め
手
も
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
フ
レ
ー
ム
の
形
に
落

と
し
込
み
、
深
層
ニ
ー
ズ
ご
と
に
人
気
の

高
い
体
験
ジ
ャ
ン
ル
や
、
選
ぶ
決
め
手
と

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
選
定
で

き
る
こ
と
を
示
し
た（
図
３
）。

　

さ
ら
に
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
を
よ
り
具
体

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
外
国
人
旅
行
者

の
深
層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
分
け
を
試
み
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹

介
し
た
い
。

「体験ジャンル」は定量調査の回答者が実際に訪れた行き先のジャンル、「選ぶ決め手」は回答者がその
行き先を選ぶ決め手となったポイントを集計したもの。これにより、深層ニーズ別タイプごとに、その人
がどんな行き先を、どのような基準で選んでいるかを知ることができる。これに沿って「行き先」と「決
め手」を選定できれば、狙ったターゲットの共感を得やすいコンテンツが作れることになる

着地から考える新・インバウンド攻略法

図3  誘客につながるメインコンテンツを選定するためのフレーム

深層ニーズ別タイプ
全9タイプ

（P6-7参照）

体験ジャンル
歴史・文化、海・川、
フード&ドリンクetc.

（行き先を）選ぶ決め手
気候がよい、写真映えする、
食事やお酒が美味しいetc.

調査対象者

渡航先
除外国

回収数

調査機関

□アメリカ西海岸地域（アラスカ・ハワイを除く）イ
ギリス（全土）、中国（全土）の25～50歳の男女

（株式会社インテージの提携モニター）
□アメリカとイギリスは世帯年収1,000万円以上、

中国は世帯年収500万円以上
□観光目的で年に1回以上海外旅行をする人

□アメリカ：カナダ・メキシコ
□イギリス：アイルランド
□中国：香港、台湾　近隣国は対象外とする

□アメリカ409人
□イギリス415人
□中国406人　　 
　計1,230人

□アメリカ：2018年12月17日～2019年1月7日 
□イギリス：2018年12月18日～2019年1月7日
□中国：2018年12月21日～2019年1月7日

海外旅行ニーズ調査概要

年齢による均等割付
（25-35歳／36-50歳）
で実施
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定
量
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
で 

深
層
ニ
ー
ズ
別
９
タ
イ
プ
が
判
明

　

定
量
調
査
で
は
、
世
界
の
海
外
旅
行
者

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
デ
ー
タ（
O
E
C
D
、

U
N
W
T
O
の
海
外
旅
行
者
に
関
す
る
調

査
）と
、
海
外
旅
行
経
験
の
高
い
外
国
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
代
表
的
な
ニ
ー
ズ
25
項
目
を

洗
い
出
し
、「
旅
の
目
的
」と
し
て
尋
ね
た

（
表
１
）。
深
層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
分
け
は
、

こ
の
25
項
目
を
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
中
国
そ
れ
ぞ
れ
に
因
子
分
析
を

行
い
、
国
ご
と
の
ニ
ー
ズ
因
子（
い
く
つ

か
の
項
目
に
共
通
す
る
特
性
）を
特
定
、

さ
ら
に
そ
の
因
子
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
分

析（
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
人
た
ち
の

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
）を
施
す
こ
と
で
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
図
３
の
フ
レ
ー
ム
に
当
て
は
め

る
と
、
そ
の
タ
イ
プ
の
人
が
ど
ん
な「
体

験
ジ
ャ
ン
ル
」を
好
み
、
ど
ん
な「
決
め

手
」で
行
き
先
を
選
ぶ
か
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
実
践
編
で
そ

の
具
体
的
な
方
法
を
解
説
し
よ
う
。

深
層
ニ
ー
ズ
別
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
を

イ
メ
ー
ジ
す
る

深層ニーズ別
タイプ紹介

理論編
1 世界遺産をまわりたい
2 その土地ならではの歴史や文化を深く知りたい
3 その土地ならではの異文化の世界を味わいたい
4 その土地発祥の本場の体験をしたい
5 冒険心を満たしたい
6 現地の人との交流をしたい
7 人がいったことのないような秘境にいきたい
8 最近話題になっているところをまわりたい
9 特定のイベントに参加したい
10 リラックスしたい
11 ストレス解消したい
12 日常から逃れたい
13 美味しいものを食べたい
14 健康になりたい
15 SNSで投稿するネタにしたい
16 美しくなりたい
17 アクティブに体を動かしたい
18 趣味や習い事を深めたい
19 友人に会いにいく
20 親族に会いにいく
21 パートナーと充実した時間を過ごしたい
22 買い物をしたい
23 家族をおもてなししたい
24 子どもに様 な々経験をさせるため
25 友達と楽しく盛り上がりたい

表1	 深層ニーズを特定する分析に使用した
	 海外旅行の目的／25項目

23

中国の深層ニーズ別タイプの特徴

A タイプ
％

食！買い物！とことん欲望のままに
遊びたいミーハータイプ

特徴➡女性が多め。3人以上の友達同士や小さい子
連れの家族層が多く、近場のエリアを選んでリフレ
ッシュしたい層。楽に移動できるか、いろいろ楽しめ
るバリエーションがあるかがポイントとなる。
体験傾向➡フード・ドリンク、ショッピングのジャン
ルの実施率が高く、食事が美味しいことに加えて、
食のメニューの多様化、買い物の品ぞろえ、アクティ
ビティの豊富さへの期待が高い。

ニーズ因子チャート

出現率※ 

その土地ならでは

家族

2.0
1.5
1.0
0.5

0

ニーズ因子は「その土地ならではの旅がしたい」「リラックスしたい」「家族をもてなしたい」「話題の場所で体験したい」の4つ。
「話題の場所で体験したい」のスコアが他の国と比べて高いのが特徴だ。

リ
ラ
ッ
ク
ス

話
題
の
場
所

12
C タイプ

％

話題の場所で趣味を楽しみながら
自分磨きしたいタイプ

特徴➡男性が多く、年齢層はやや高め。子育てが一段
落した夫婦や一人旅が多い。その土地本場のことを学
んで自分を成長させたい層。本場発祥の文化や技術が
ある話題の場所で、自分磨きできるかがポイントとなる。
体験傾向➡歴史・文化、農園、山・公園ジャンルの
実施率が高く、他よりもスパ・ウェルネスジャンルも
高い。ガイドなどを通じて歴史・文化を深く知ること、
趣味やお稽古のスキルアップへの期待が高い。

ニーズ因子チャート

出現率 

その土地ならでは

家族

リ
ラ
ッ
ク
ス

話
題
の
場
所

17
B タイプ

％

子どもと一緒に異文化に触れて
リフレッシュしたいタイプ

特徴➡女性がやや多く、既婚者・子どもがいる割合
が高い。異文化の体験を通して子どもの教育につなげ
たい、教育熱心なママ層。子どもが過ごしやすく、子
どもに気づきを与える体験があるかがポイントとなる。
体験傾向➡歴史・文化、テーマパーク系ジャンルの
実施率が高く、異文化を体感しながらその理解を深
める体験、職人の技術、施設の充実への期待が高
い。

ニーズ因子チャート

出現率 

その土地ならでは

家族

リ
ラ
ッ
ク
ス

話
題
の
場
所

2.0
1.5
1.0
0.5

0

2.0
1.5
1.0
0.5

0

※「出現率」とは、各国の中でそのタイプがどのくらいの割合を占めているかを表す。タイプのすべてを説明するものではないので、足して100にはならない。
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着地から考える新・インバウンド攻略法

2.0
1.5
1.0
0.5

0
-0.5

2.0
1.5
1.0
0.5

0
-0.5

イギリスの深層ニーズ別タイプの特徴

ニーズ因子は、「その土地ならではの旅がしたい」「リラックスしたい」「子どもに様々な経験をさせたい」
「自分を成長させたい」の4つ。他の国と比べて「リラックス」「子ども」のスコアが高く、同行者との時間を大切にする傾向も。

10
C タイプ

％

本場の文化を知りたい！
現地交流しながら盛り上がりたいタイプ

特徴➡年齢はやや若く、既婚・子どもなしの男性、1
人旅や友達と2人旅が多い。アジアや南米など遠方
への旅行経験も多い。友達と楽しみながら、現地の
人と交流したい層。SNSのネタになるかもポイント。
体験傾向➡フード・ドリンク、海・川ジャンルの実施
率が高く、ナイトライフとイベントは他よりも実施率
が高い。食事が美味しいこと、その土地をより知る
ためや交流のためにガイドへの期待も高い。

ニーズ因子チャート

出現率 

その土地ならでは

子どもの経験

リ
ラ
ッ
ク
ス

自
己
成
長

15
B タイプ

％

家族で楽しみつつ
子どもに様々な経験をさせたいタイプ

特徴➡女性が多く、既婚者・子どもがいる割合が高
い。家族みんなで楽しみたく、子どもの教育にもつ
なげたい層。子どもが過ごしやすい環境か、楽しめ
るアクティビティがあるかがポイントとなる。
体験傾向➡海・川、テーマパーク系ジャンルの実施
率が高く、歴史・文化はやや低め。気候がよいこと、
写真映え、施設の充実、アクティビティの豊富さを
期待する。

ニーズ因子チャート

出現率 

その土地ならでは

子どもの経験

リ
ラ
ッ
ク
ス

自
己
成
長

26
A タイプ

％

パートナーとともに歴史文化を楽しんで
リラックスしたいタイプ

特徴➡女性が多く、未婚や既婚・子どもなしの割合
が高い。カップルや夫婦で、リラックスしながら、そ
の土地の歴史・文化やストーリーを楽しみたい層。パ
ートナーと充実した時間が過ごせるか、リラックスで
きるかがポイントとなる。
体験傾向➡歴史・文化、フード・ドリンクジャンルの
実施率が高く、天候がよいこと、食事が美味しいこ
と、施設が充実していることを期待する。

ニーズ因子チャート

出現率 

その土地ならでは

子どもの経験

リ
ラ
ッ
ク
ス

自
己
成
長

アメリカの深層ニーズ別タイプの特徴

ニーズ因子は「その土地ならではの旅がしたい」「リラックスしたい」「家族をもてなしたい」
「自分磨きをしたい」「友人・親族に会いにいきたい」の5つ。他の国と比べて「その土地ならでは」のスコアが高め。

15
C タイプ

％

知人の訪問や趣味と合わせて
その土地ならではの美味しいものを食べたいタイプ

特徴➡男性が多く、1人旅や友人2人でフットワーク
軽く旅行をする旅行上級者。知人や親族に会いにい
くことや、趣味などを通じた自己成長を求める層。そ
の土地で友達と盛り上がることができるか、美味し
いものを食べられるかがポイントとなる。
体験傾向➡歴史・文化、フード・ドリンク、ナイトラ
イフジャンルの実施率が高く、食事が美味しいこと、
歴史・文化をより体感できるアクティビティの豊富さ
への期待が高い。

出現率 15
B タイプ

％

家族サービスをしつつ自分自身も
リラックスしたいタイプ

特徴➡男性がやや多め。子どもは7歳以上が多く、
子連れ家族か夫婦が多い。子どもに海外旅行を通し
ていろいろ経験させたり、家族をおもてなししたい
層。子どもが楽しめる環境で、本場発祥の異文化体
験を一緒にできるかがポイントとなる。
体験傾向➡歴史・文化、フード・ドリンク、海・川ジ
ャンルの実施率が高く、他タイプよりテーマパークジ
ャンルも高い。施設の充実、その土地ならではの異
文化の世界を体感できることへの期待が高い。

出現率 23
A タイプ

％

その土地ならではの異文化体験をして、
冒険心を満たしたいタイプ

特徴➡女性が多め。3人以上の友達グループ、カッ
プルや子どもなしの夫婦が多い。異文化体験や美味
しいものを食べることを求める層。その土地ならでは
の異文化体験を通して、冒険心を満たせるかがポイ
ントとなる。世界遺産への関心も高い。
体験傾向➡歴史・文化ジャンルの実施率が圧倒的に
高く、次いで海・川ジャンルとなる。その土地ならでは
の異文化の世界を体感できること、神秘的で壮大な
景色、食事が美味しいこと、施設の充実を期待する。

出現率 

ニーズ因子チャートニーズ因子チャートニーズ因子チャート
その土地ならでは

1.5
1.2
0.9
0.6
0.3

0
-0.3

家族自分磨き

リ
ラ
ッ
ク
ス

友
人
・
親
族

その土地ならでは
1.5
1.2
0.9
0.6
0.3

0
-0.3

家族自分磨き

リ
ラ
ッ
ク
ス

友
人
・
親
族

その土地ならでは
1.5
1.2
0.9
0.6
0.3

0
-0.3

家族自分磨き

リ
ラ
ッ
ク
ス

友
人
・
親
族

2.0
1.5
1.0
0.5

0
-0.5
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ま
ず
旅
行
者
像
を
イ
メ
ー
ジ
し 

大
ま
か
に
組
み
合
わ
せ
を
作
る

　

こ
こ
ま
で
の
研
究
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

観
光
資
源
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
フ
レ
ー
ム

と
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
、
そ
し
て
具
体

的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
９
タ
イ
プ
が
整
理
で

き
た
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
と
有
望
な
地
域
資
源

の
選
定
を
す
る
手
順
は
次
の
通
り
だ
。

❶
深
層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
の
特
徴
か
ら
、

資
源
と
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る

　

ま
ず
深
層
ニ
ー
ズ
別
の
９
タ
イ
プ
に
つ

い
て
、
属
性
、
性
別
、
体
験
傾
向
な
ど
を

含
め
て
人
物
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う

（
６
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。
た
と
え
ば
ア
メ

リ
カ
Ａ
タ
イ
プ（
冒
険
）で
あ
れ
ば
、「
女

性
が
多
め
」「
３
人
以
上
の
友
達
グ
ル
ー

プ
」「
カ
ッ
プ
ル
や
子
ど
も
な
し
の
夫
婦
」

が
多
く
、「
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
体
験

（
異
文
化
、
食
な
ど
）で
冒
険
心
を
満
た
し

た
い
」と
思
っ
て
い
て
、
と
く
に「
歴
史
・

文
化
」関
連
の
旅
を
好
み
、「
神
秘
的
で
壮

大
な
景
色
」「
美
味
し
い
食
事
」へ
の
評
価

が
高
く
、「
施
設
の
充
実
」も
意
外
と
重
視

す
る
…
…
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

同
時
に
、
こ
う
い
う
人
た
ち
に
好
ま
れ

そ
う
な
資
源
が
地
域
内
に
な
い
か
を
考
え

て
み
る
。
た
と
え
ば
、「
山
の
中
の
寺
」で

「
座
禅
体
験
が
で
き
る
」よ
う
な
場
所
が

あ
れ
ば
、
有
望
な
候
補
に
な
り
そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
を
、
ま
ず
は
で

き
る
だ
け
多
く
作
る
。
組
み
合
わ
せ
を
考

え
る
と
き
に
は
、
過
去
に
訪
れ
て
い
る
日

本
人
旅
行
者
の
動
向
も
十
分
ヒ
ン

ト
に
な
る
。「
そ
の
場
所
に
ど
ん

な
人
た
ち
が
来
て
い
る
か
」「
そ

の
場
所
は
ど
ん
な
層
に
評
判
が
よ

い
か
」を
考
え
、
そ
れ
に
近
い
深

層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ

て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
地
元
の

親
子
連
れ
が
磯
遊
び
に
訪
れ
る
海

岸
」な
ら
、「
家
族
で
楽
し
み
つ
つ

子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ

せ
た
い
」
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
タ
イ
プ

（
家
族
）と
相
性
が
よ
い
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
、
あ
と
で
デ
ー
タ

を
も
と
に
絞
り
込
み
を
行
う
の
で
、

こ
の
段
階
で
は
一
つ
の
資
源
に
対
し
て
タ

ー
ゲ
ッ
ト
候
補
が
複
数
あ
っ
て
よ
い
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
チ
ェ
ッ
ク
で 

客
観
性
を
担
保
す
る

❷
フ
レ
ー
ム
に
合
う
か
確
認
す
る

　

作
っ
た
い
く
つ
か
の
組
み
合
わ
せ
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
フ
レ
ー
ム（
図
４
）に
合

う
か
を
確
認
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
深
層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
ご
と

フレームの
使い方

深
層
ニ
ー
ズ
別
タ
イ
プ
と
地
域
資
源
の

マ
ッ
チ
ン
グ
＆
絞
り
込
み
は
こ
う
進
め
る
！

こ
こ
で
は
、
フ
レ
ー
ム
や
デ
ー
タ
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
地
域
資
源
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
基
本
的
な
手
順
を
ご
紹
介
す
る
。

こ
の
あ
と
の
実
証
試
験
も
、
同
様
の
手
順
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た
上
で
行
っ
て
い
る
。

実践編

最終的に、最もフレームに合うターゲットと資源を選ぶ

外国人に伝わる「独自性」を言語化
世界遺産の選定基準等を参考に、その地域

ならではの特徴やストーリーを言語化できるかを確認する。

独自性の
チェック

自分の地域資源を
あてはめる

世界共通の
フレーム

深層ニーズ別タイプ
全9タイプ

（P6-7参照）

ターゲット候補
どんな人たちなのかを

イメージする。

体験ジャンル
歴史・文化、海・川、
フード&ドリンクetc.

観光資源
自分の地域から

選択する。

（行き先を）選ぶ決め手
気候がよい、写真映えする、
食事やお酒が美味しいetc.

体験できる内容
「選ぶ決め手」と

マッチする内容を探す。

図4  メインコンテンツ※を選定するためのフレーム

表2	 アメリカAタイプ（冒険）に関するデータ

「歴史・文化」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n=93）

選ぶ決め手 出現率
1 その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる 55.9%
2 写真映えする 41.9%
3 食事やお酒が美味しい 40.9%
4 施設が充実している 33.3%
5 その土地ならではの限定の景色がみえる 31.2%

人気の体験ジャンルベスト5（n＝93）

体験ジャンル 出現率
1 歴史・文化 64.5%
2 海・川 11.8%
3 フード・ドリンク 6.5%
4 特定の宿泊施設へ宿泊 5.4%
5 山・公園 4.3%

※メインコンテンツとは、地域の観光資源に付加価値を加えた販売可能な商品で、海外旅行の目的や動機となるものを指す。
8　June  2020



に
デ
ー
タ
を
確
認
し
、「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」、

「
選
ぶ
決
め
手
」で
上
位
の
項
目
を
チ
ェ
ッ

ク
、
選
ん
だ
資
源
と
合
う
か
を
確
か
め
る
。

　

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
Ａ
タ
イ
プ
の
デ
ー

タ（
表
２
）を
確
認
す
る
と
、人
気
の
体
験

ジ
ャ
ン
ル
で
は「
歴
史
・
文
化
」が
高
く
、

「
選
ぶ
決
め
手
」で
は
、「
文
化
や
歴
史
の

背
景
や
世
界
観
」「
写
真
映
え
」「
施
設
が

充
実
」「
食
事
や
お
酒
」「
限
定
の
景
色
」が

上
位
に
来
る
。
こ
れ
ら
が
❶
で
組
み
合
わ

せ
た
地
域
資
源
に
、
マ
ッ
チ
す
る
か
、
あ

る
い
は
今
は
な
く
て
も
新
た
に
用
意
で
き

る
か
を
考
え
て
い
く
。

　

な
お「
選
ぶ
決
め
手
」に
つ
い
て
は
、具

体
的
で
独
自
性
の
あ
る
内
容
が
あ
る
か
も

考
え
て
お
き
た
い（
確
認
方
法
は
❸
）。

❸
独
自
性
の
チ
ェ
ッ
ク

　

何
ら
か
の
形
で「
そ
こ
に
し
か
な
い
独

自
性
」を
言
語
化
で
き
な
け
れ
ば
、
世
界

の
数
あ
る
観
光
地
の
中
か
ら
選
ん
で
も
ら

う
の
は
難
し
い
。
候
補
と
な
る
地
域
資
源

の
独
自
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

ポ
イ
ン
ト
① 

世
界
遺
産
の
登
録
基
準
等

（
コ
ラ
ム
参
照
）に
基
づ
き
、
地
域
な
ら
で

は
の
特
徴
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
言
語
化
。

ポ
イ
ン
ト
② 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
の
人
に
と

っ
て
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
か
を
調
べ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索（
コ
ラ
ム
参
照
）

で
確
か
め
た
り
、
地
域
在
住
の
外
国
人
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
の
が
効
果
的
だ
。

ポ
イ
ン
ト
③ 

競
合（
コ
ラ
ム
参
照
）と
な

る
世
界
の
観
光
地
と
比
較
し
て
、
そ
の
独

自
性
が
日
本
だ
け
の
も
の
か
、
あ
る
い
は

日
本
な
ら
で
は
の
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
か
を
考
え
る
。

ポ
イ
ン
ト
④ 
日
本
の
中
で
も
自
地
域
だ

け
の
も
の
か
を
考
え
る
。

❹
タ
ー
ゲ
ッ
ト
候
補
と
資
源
を
絞
り
込
む

　

い
く
つ
か
で
き
た「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
候
補

×
地
域
資
源
」の
組
み
合
わ
せ
か
ら
本
命

を
絞
り
込
む
。
判
断
基
準
は
、
❷
の
マ
ッ

チ
ン
グ
度
合
い
の
高
さ
と
、
❸
で
チ
ェ
ッ

ク
し
た
独
自
性
の
高
さ
だ
。

 

「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」は
マ
ッ
チ
し
て
い
る

が「
決
め
手
」に
な
る
特
徴
が
少
な
い
場

合
は
、
周
辺
の
資
源
や
体
験
内
容
と
の
組

み
合
わ
せ
で
新
た
な「
決
め
手
」を
用
意

で
き
る
か
も
考
え
る
。
た
と
え
ば「
山
の

中
の
寺
」で「
座
禅
体
験
が
で
き
る
」と
い

う
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
て
も
、「
精
進
料

理
を
出
す（
食
事
や
お
酒
が
美
味
し
い
）」

「
早
朝
の
雲
海
に
案
内
す
る（
限
定
の
景

色
が
み
え
る
）」な
ど
の
内
容
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
十
分
に
有
力
な
候
補

と
な
る
。

　

そ
の
他
、「
想
定
さ
れ
る
経
済
規
模（
国

別
の
人
口
等
か
ら
推
測
）」や「
差
別
化
し

や
す
さ
」「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
国
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
」な
ど
の
観
点
も
絞

り
込
み
の
役
に
立
つ
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
紹
介
す
る
実
証
実
験

で
も
、
こ
う
し
た
手
順
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

資
源
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。

着地から考える新・インバウンド攻略法

世界遺産の登録基準等を
チェックする意義とは？

世界遺産は、人類が守るべき場所を
選んだリストであり、独自の登録基準
がWebサイトで公開されている。こう
した基準に合うかを見ることで、世界
的に独自性を持つ資源と言えるかど
うかのチェックが可能だ。その他、世
界的に読まれているガイドブックの掲
載条件等も参考になる。

インターネット検索で
独自性を検討するには？

検索ワードとして、「アメリカ人　仏教
人気」のように、「（ターゲット国）人　

（独自性ワード） 人気」を検索してチェ
ックする。「人気」は「話題」「有名」な
どでもOK。可能であれば多言語で検
索するのもよい。

競合を
どう設定するか？

ターゲット候補国の人気渡航先リスト
から設定する。たとえばアメリカ人の
渡航先では、メキシコやヨーロッパ（海
外旅行感覚が薄い）を除くとタイや中
国が多い。その中で候補となる地域
資源と同じジャンルのコンテンツを競
合に設定するとよい。海外OTAのクチ
コミランキングデータも参考になる。

実証実験について

内容

インバウンド観光戦略策定ステップのうち、次の
内容について実施、検討する。

Ⅰ. フレームによるターゲット・資源選定

❶深層ニーズ別タイプの特徴から、
　資源との組み合わせを考える
　使用ツール：深層ニーズ別９タイプリスト

❷フレームに合うか確認する
　使用ツール：コンテンツ選定のためのフレーム

❷独自性のチェック
　使用ツール：世界遺産登録基準リスト、
　競合リストほか

❹ターゲット候補と資源を絞り込む

Ⅱ. 定量調査による検討

定量調査概要
調査対象者・
渡航先
除外国

回収数

調査機関

回答方法

対象地域

Ｐ５調査と同条件

□アメリカ316人
□イギリス340人
□中国314人　　　　　 計970人

□アメリカ：2019年11月25日〜
　2019年12月10日
□イギリス：2019年11月25日〜
　2019年12月10日
□中国：2019年11月25日〜
	 2019年12月10日

各コンテンツに対して、「このコンテ
ンツを体験するためにこの国に行き
たい」と選択した割合を旅行意向度
として採用

高知県仁淀川町・富山県高岡市・栃
木県鹿沼市（本特集では、仁淀川町
と高岡市のケースを紹介）
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Ⅰ
・
フ
レ
ー
ム
に
よ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
資
源
選
定

歴
史
・
文
化
ジ
ャ
ン
ル
で
の 

中
津
渓
谷
の
可
能
性
が
浮
上

　

有
力
候
補
と
な
っ
た
中
津
渓
谷
は
、

「
仁
淀
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
る
水
の
色
が

美
し
い
仁
淀
川
上
流
に
位
置
し
、
七
福
神

像
が
点
在
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
と

し
て
知
ら
れ
る
地
域
資
源
。
冒
険
心
に
富

む
ア
メ
リ
カ
Ａ
タ
イ
プ
、
自
分
磨
き
志
向

の
強
い
中
国
Ｃ
タ
イ
プ
に
マ
ッ
チ
し
そ
う

だ
と
考
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
フ
レ
ー
ム
で
確
認
し
て
み

る
と（
表
３
）、「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」と
し
て

あ
て
は
ま
り
そ
う
な「
海
・
川
」は
、
ア
メ

リ
カ
Ａ
で
は
２
位
だ
が
中
国
Ｃ
で
は
ト
ッ

プ
５
に
す
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ

Ａ
×「
海
・
川
」志
向
の
人
の「
決
め
手
」を

見
て
も
、
中
津
渓
谷
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
な

内
容
が
少
な
く
、
あ
っ
て
も
出
現
率
が
低

い
。
中
国
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
自
然
系

「海・川」ではなく「歴史・文
化」ジャンルの観光地として
有望と分かった中津渓谷

事例❶
仁淀川町

ジ
ャ
ン
ル
チ
ェ
ン
ジ
で

最
適
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
発
見

「
海
・
川
」で
は
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
な
か
っ
た
中
津
渓
谷
だ
っ
た
が
、

ジ
ャ
ン
ル
を
変
え
、「
歴
史
・
文
化
」と
捉
え
直
し
て
み
た
こ
と
で
、

特
定
の
タ
イ
プ
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な
旅
先
と
な
り
そ
う
だ
と
分
か
っ
た
。

実践編

面積	 333㎢
人口	 4,997人
	 （2019年3月現在）
宿泊者数	 7,413人
	 （2019年）
主な観光資源	 仁淀川、中津渓谷、宮崎の河原キャ

ンプ場
観光課題 	 公共交通機関が少ないなど、アクセ

スに課題あり

仁淀川町 DATA

中津渓谷

表3	 フレームを活用したターゲット・
	 資源選定のプロセス（仁淀川町）
アメリカＡタイプ

（冒険）
その土地ならではの異文化体
験をして、冒険心を満たした
い。女性、3人の友達グループ、
カップルや子どもなしの夫婦
が多い。

中国Cタイプ
（自分磨き）

男性が多く、年齢層高め。子
育てが一段落した夫婦や一
人旅が多い。その土地本場
のことを学んで自分を成長さ
せたい。

アメリカＡタイプ

「歴史・文化」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n=93）

選ぶ決め手 出現率
1 その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる 55.9%
2 写真映えする 41.9%
3 食事やお酒が美味しい 40.9%
4 施設が充実している 33.3%
5 その土地ならではの限定の景色がみえる 31.2%

人気の体験ジャンルベスト5（n＝93）

体験ジャンル 出現率
1 歴史・文化 64.5%
2 海・川 11.8%
3 フード・ドリンク 6.5%
4 特定の宿泊施設へ宿泊 5.4%
5 山・公園 4.3%

「海・川」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n=93）

選ぶ決め手 出現率
1 食事やお酒が美味しい 7.5%
1 写真映えする 7.5%
1 その土地ならではの限定の景色がみえる 7.5%
4 その土地の気候がよい 5.4%
4 その土地ならではの生き物に会える 5.4%

▶

ジャンルを置き換えると…

最初に
設定した
ジャンル

人気の体験ジャンルベスト5（n＝48）

体験ジャンル 出現率
1 歴史・文化 18.8%
2 牧場・農園・美術館・博物館・テーマパーク 12.5%
2 山・公園 12.5%
2 イベント・スポーツ・お稽古 12.5%
5 スパ・ウェルネス・医療 10.4%

「山・公園」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n=48）

選ぶ決め手 出現率
1 その土地ならではの乗り物に乗れる 6.3%
1 アクティビティの種類が豊富 6.3%
1 その土地ならではの生き物に会える 6.3%
4 その土地の気候がよい 4.2%
4 メニューの多様化ができている（ベジタリアン、ビーガン対応など） 4.2%

「歴史・文化」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n=48）

選ぶ決め手 出現率
1 その土地ならではの限定の景色がみえる 10.4%
1 その土地の限定のグッズが買える 10.4%
3 その土地ならではの乗り物に乗れる 8.3%
4 食事やお酒が美味しい 6.3%
4 ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など） 6.3%

中国Cタイプ

 マッチ度
  高！

▶

ジャンルを置き換えると…

最初に
設定した
ジャンル
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の「
山
・
公
園
」で
見
て
も
や
は
り
決
め
手

が
全
く
マ
ッ
チ
し
な
い
。
そ
こ
で
、
体
験

ジ
ャ
ン
ル
を
一
見
別
ジ
ャ
ン
ル
に
見
え
る

「
歴
史
・
文
化
」に
置
き
換
え
て
み
た
と
こ

ろ
、
ア
メ
リ
カ
Ａ
、
中
国
Ｃ
と
も
人
気
１

位
で
あ
り
、
決
め
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
度
合

い
も
ア
メ
リ
カ
Ａ
で
か
な
り
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た（
表
４
）。
改
め
て
眺
め
て
み
る

と「
海
・
川
」ジ
ャ
ン
ル
の
決
め
手
項
目
か

ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
い
ず
れ
も
リ
ゾ
ー
ト

的
評
価
で
あ
り
、
中
津
渓
谷
の
特
徴
と
は

傾
向
が
異
な
る
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
資

源
が
該
当
し
そ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の

を
変
え
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

独
自
性
に
つ
い
て
も
歴
史
・
文
化
の
側

面
か
ら
検
討
し
、
単
に
水
の
色
が
美
し
い

と
い
う
だ
け
で
な
く「
災
害
の
多
い
日
本

で
は
と
く
に
山
や
川
の
あ
る
渓
谷
で
自
然

信
仰
が
根
付
い
て
い
る
」と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
か
ら
自
然
信
仰
の
聖
地
と
し
て
言
語

化
。
こ
う
し
て「
ア
メ
リ
カ
Ａ
×
中
津
渓

谷
」が
、有
力
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
×
地
域
資
源

と
し
て
選
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

Ⅱ
・
定
量
調
査
に
よ
る
検
証

世
界
観
の
体
感
や
限
定
景
色
な
ど 

「
決
め
手
」に
つ
い
て
も
的
中

　

定
量
調
査
で
は
、
中
津
渓

谷
に
つ
い
て
、
深
層
ニ
ー
ズ

別
９
タ
イ
プ
す
べ
て
の
人
に

認
知
度
と
旅
行
意
向
度
を
尋

ね
た（
調
査
概
要
は
13
ペ
ー

ジ
）。　

意
向
度
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
予
想
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト

×
資
源（
例
：
ア
メ
リ
カ
Ａ
×
中
津
渓

谷
）の
マ
ッ
チ
ン
グ
度
合
い
は
ほ
ぼ
的
中

（
図
５
）。
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
立
て
た
戦

略
は
概
ね
正
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
に
つ
い
て

６
つ
の
写
真
を
見
せ
、
ど
の
内
容
が
最
も

魅
力
的
か
を
聞
い
た
。
中
津
渓
谷
の
場
合
、

す
べ
て
の
タ
イ
プ
で
最
も
支
持
さ
れ
た
の

は「
日
本
一
透
明
度
の
高
い
ブ
ル
ー
の

川
」と
い
う
説
明
を
添
え
た
写
真（
10
ペ

ー
ジ
）だ
っ
た
が
、
そ
の
他
は
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
異
な
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
候
補
の
ア

メ
リ
カ
Ａ
タ
イ
プ
で
は「
冒
険
心
を
か
き

た
て
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
」「
龍
の

よ
う
な
滝
を
見
る
」と
の
説
明
付
き
の
写

真
が
支
持
さ
れ
た
。「
そ
の
土
地
の
文
化

や
歴
史
の
背
景
や
世
界
観
を
体
感
で
き

る
」「
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
限
定
の
景

色
が
み
え
る
」な
ど
の「
決
め
手
」に
あ
た

る
内
容
と
い
え
、
改
め
て
フ
レ
ー
ム
に
よ

る
戦
略
づ
く
り
が
正
し
い
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
た
。

定量調査でアメリカＡタ
イプに支持されたトレッキ
ングルート（左）や滝（右）
の写真。商品化する際の
ヒントにもなる

女性、友達グループ、カップルや子ど
もなし夫婦が多い。その土地ならでは
の食や異文化体験を通して冒険心を
満たせるかがポイント。

仁淀川町のメインターゲット
アメリカAタイプ（冒険）

透明度の高いブルーの川を歴史・文化
ジャンルとして捉え、「自然信仰の聖
地」として打ち出す。トレッキングコー
ス（ガイドとセットしたコース商品な
ど）の造成を目指す。

メインコンテンツ
中津渓谷

図5	「認知度×旅行意向度」の分類と
	 有力ターゲット×資源の判定結果
	 （仁淀川町）

人気コンテンツ（表5）の平均認知率を縦軸、平均旅行意向率
を横軸でクロスして４象限に分類。◎と〇にプロットされたら、
メインコンテンツとしてのポテンシャルがあると定義する。

人気コンテンツの平均旅行意向率

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
の
平
均
認
知
率

高低

高

低

人気上昇中
スターコンテンツ

◎

需要低い
コンテンツ

認知を強化
すれば伸びる

お宝コンテンツ

◯

改善余地あり
コンテンツ

△

表5	 比較に使用した
	 国内外の人気コンテンツ※

日本 徳島県
群馬県
和歌山県
瀬戸内
奈良県
石川県
広島県
タイ
タイ
ベトナム
インドネシア

祖谷渓谷
水上ラフティング場
高野山奥の院
しまなみ海道
奈良大仏
兼六園
厳島神社
アユタヤ遺跡
エラワン国立公園
ハロン湾
タナロット寺院

海外

コンテンツエリア

アメリカA

×中津渓谷

はココ！

表4	 アメリカAタイプの「決め手」項目とマッチする中津渓谷の体験内容

1
2
3
4
5

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる
写真映えする
食事やお酒が美味しい
施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）
その土地ならではの限定の景色がみえる

七福神像が点在する自然信仰の聖地、6万年の歴史ある地形
透明度のブルーの川

温泉、宿泊や飲食のある施設
冒険心あふれるトレッキングルート、滝、紅葉

マッチする体験内容アメリカA×「歴史・文化」志向の人が
行き先を選ぶ決め手

※人気コンテンツの選定条件は、海外旅行者が活用する
主要な海外OTA（Online Travel Agent）で4.7点以上
のクチコミ点数を獲得していることとした。



Ⅰ
・
フ
レ
ー
ム
に
よ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
資
源
選
定

「
海
岸
×
電
車
」の
独
自
性
に 

施
設
の
充
実
を
プ
ラ
ス
す
る

　

市
内
の
有
力
資
源
の
一
つ
と
し
て
候
補

に
挙
が
っ
た
雨
晴
海
岸
は
、
海
岸
沿
い
を

走
る
電
車
や
海
越
し
に
３
０
０
０
ｍ
級
の

立
山
連
峰
が
見
渡
せ
る
風
景
で
知
ら
れ
て

い
る
。
最
初
の
組
み
合
わ
せ
検
討
で
は
、

ア
メ
リ
カ
Ａ（
冒
険
）、
ア
メ
リ
カ
Ｂ（
家

族
）、
イ
ギ
リ
ス
Ｂ（
家
族
）、
イ
ギ
リ
ス

Ｃ（
現
地
交
流
）、
中
国
Ｂ（
家
族
）、
中

国
Ｃ（
自
分
磨
き
）と
多
く
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
考
え
ら
れ
た
。

　

中
で
も
注
目
し
た
の
は「
家
族
」属
性

の
各
国
Ｂ
タ
イ
プ（
表
６
）。
雨
晴
海
岸
が

日
頃
か
ら
、
地
元
の
家
族
連
れ
に
人
気
で

あ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
。
さ
ら
に
そ

の
中
で
も
、「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」で「
海
・

川
」の
人
気
が
最
も
高
い
の
が
イ
ギ
リ
ス

Ｂ
。「
決
め
手
」に
つ
い
て
も
、「
気
候
が
よ

い（
晴
れ
た
青
空
）」「
写
真
映
え
す
る（
電

車
×
山
×
海
の
景
色
）」な
ど
、
ト
ッ
プ
５

に
入
る
項
目
の
多
く
で
体
験
内
容
を
用
意

で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
。
ま
た
、
近

「海岸×電車×山並み」
が揃う雨晴海岸は、国
内外の海の風景と比較
しても独自性に富む

事例❷
高岡市

「
温
泉
」を
加
え
る
こ
と
で

価
値
が
高
ま
っ
た「
海
岸
」

海
×
山
×
電
車
と
い
う
独
自
性
の
高
い
風
景
を
持
つ「
雨
晴
海
岸
」。

最
も
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
高
い
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
タ
イ
プ
の
心
を
さ
ら
に
つ
か
み
、

消
費
単
価
も
上
げ
る
た
め
、
温
泉
旅
館
と
セ
ッ
ト
で
の
商
品
化
が
有
効
と
分
か
っ
た
。

実践編

面積	 209.57㎢
人口	 169,530人
	 （2020年3月現在）
宿泊者数	 308,723人（2019年）
主な観光資源	 高岡大仏、雨晴海岸、瑞龍寺、

金屋町（千本格子の町並み）
観光課題 	 観光資源が点在していて、全

体的なストーリーやテーマが
定まらない

高岡市 DATA

雨晴海岸

中国Bタイプ
（家族）

既婚者・子どもありが多い。教育
熱心なママ層。子どもが過ごし
やすく、子どもに気づきを与える
体験があるかがポイントとなる。

イギリスBタイプ
（家族）

女性、既婚者、子どもありが多い。
家族で楽しみ、教育にもつなげた
い。子どもが過ごしやすいか、楽
しめるかがポイント。

表6	 フレームを活用したターゲット・
	 資源選定のプロセス（高岡市）

「海・川」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n＝64）

選ぶ決め手    出現率
1 その土地の気候がよい 20.3%
2 写真映えする 12.5%
2 食事やお酒が美味しい 12.5%
4 その土地ならではの限定の景色がみえる 9.4%
5 その土地ならではの生き物に会える 7.8%

人気の体験ジャンルベスト5（n＝64）

体験ジャンル    出現率
1 海・川で過ごす、アクティビティを行う 29.7%
2 牧場・農園・美術館・博物館・テーマパーク 18.8%
3 歴史・文化に関する観光 17.2%
3 フード＆ドリンクを楽しむ 17.2%
5 特定の宿泊施設に泊まりにいく 6.3%

イギリスBタイプ

「海・川」志向の人が行き先を選ぶ決め手ベスト5（n＝68）

選ぶ決め手    出現率
1 その土地ならではの限定の景色がみえる 10.3%
2 食事やお酒が美味しい 7.4%
2 その土地の気候がよい 7.4%
2 写真映えする 7.4%
5 施設が充実している 5.9%

人気の体験ジャンルベスト5（n＝68）

体験ジャンル    出現率
1 歴史・文化に関する観光 26.5%
2 牧場・農園・美術館・博物館・テーマパーク 22.1%
3 海・川で過ごす、アクティビティを行う 11.8%
4 山・公園で過ごす、アクティビティを行う 10.3%
5 ゲーム・エンタメ・ナイトライフを楽しむ 8.8%

中国Bタイプ

 マッチ度
  高！
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隣
の
温
泉
旅
館
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
現

状
で
は
大
き
な
期
待
は
で
き
な
い「
フ
ー

ド
・
ド
リ
ン
ク
」も
充
実
が
可
能
。
道
の

駅
と
併
設
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
程
度
で
、
滞

在
時
間
も
30
分
～
1
時
間
程
度
と
短
か
っ

た
の
を
、
長
時
間
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ

に
す
る
見
通
し
も
立
つ
。
道
の
駅
と
旅
館

の
間
は
旅
館
の
無
料
送
迎
バ
ス
で
結
ば
れ

て
い
て
、
旅
行
者
の
負
担
な
く
利
用
で
き

る
の
も
好
都
合
だ（
表
７
）。

　

Ｂ
タ
イ
プ
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
の
次
に
出

現
率
が
高
い
の
は
中
国
だ
が
、
中
国
Ｂ
の

場
合
、「
海
・
川
」は
体
験
ジ
ャ
ン
ル
人
気

で
い
う
と
第
３
位
で
あ
り
、「
歴
史
・
文

化
」「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」の
２
強
と
比
べ
る

と
や
や
弱
い
。
決
め
手
は
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
と

似
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
ク
チ
コ
ミ
や
本

研
究
の
定
性
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
イ
メ
ー

ジ
に
よ
る
と
、「
景
色
」に
つ
い
て
は「
壮

大
」「
絶
景
」志
向
が
高
い
の
が
中
国
。
イ

ギ
リ
ス
Ｂ
と
比
べ
る
と
マ
ッ
チ
ン
グ
度
は

や
や
落
ち
そ
う
だ
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

Ⅱ
・
定
量
調
査
に
よ
る
検
証

タ
イ
プ
別
意
向
度
、 

競
合
比
較
と
も
強
か
っ
た
雨
晴
海
岸

　

定
量
調
査
で
は
、
雨
晴
海
岸
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
仁
淀
川
町
同
様
、

認
知
度
と
旅
行
意
向
度
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

雨
晴
海
岸
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
候
補（
各
国
Ｂ
を
中
心
と
す
る
タ
イ

プ
）と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
度
合

い
が
ほ
ぼ
的
中
し
た
。

　

ま
た
、
雨
晴
海
岸
に
つ
い
て
は
国
内
外

の
競
合
候
補
と
も
比
較
を
し
て
み
た
が

（
表
８
）、
す
べ
て
の
タ
イ
プ
で
競
合
候
補

の
５
ス
ポ
ッ
ト
中
１
位
か
２
位
。
独
自
性

の
高
さ
も
証
明
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

６
つ
の
写
真
を
見
せ
、
ど
の
内
容
が
最

も
魅
力
的
か
を
聞
く
質
問
で
は
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
候
補
の
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
の
場
合
、
メ
イ

ン
の
海
岸
の
写
真
に
次
い
で
評
価
が
高
か

っ
た
の
が
、「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
を
す
る
」「
海

岸
を
見
渡
せ
る
景
色
の
温
泉
に
入
る
」の

２
点
。「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」写
真
に
つ
い
て
は
青
空

と
青
い
海
で
気
候
の
よ
さ
そ
う
な
様
子
が

評
価
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
温
泉
に

つ
い
て
は
、
海
岸
近
く
に
は
な
い
も
の
だ

が
、
こ
れ
も
近
隣
の
温
泉
旅
館
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
う
ま
く
磨
き
上
げ
が
で
き

そ
う
な
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

イギリスの場合、「気候がよ
い」＝「晴天」に近く、青空
の写真がこれに該当したと
みられる。露天温泉への支
持は「限定の景色」として
の評価といえそうだ

女性、既婚者、子どもありが多い。家
族で楽しみ、教育にもつなげたい人た
ち。子供が過ごしやすいか、楽しめ
るかがポイント。

高岡市のメインターゲット
イギリスBタイプ（家族）

旅館『磯はなび』と連携して温泉体験
や食事体験を訴求。海のアクティビ
ティとしてのSUP体験などを加える
のもよい。プロモーションでもこれら
の点を打ち出す（詳細はP14）

メインコンテンツ
雨晴海岸

タイプ 雨晴海岸 厳島神社 しまなみ海道 ハロン湾 タナロット寺院

中国B（家族） 45.8 33.9 42.4 40.7 37.3 

中国C（自分磨き） 50.0 47.5 52.5 37.5 37.5 

イギリスB（家族） 55.9 50.0 38.2 55.9 47.1 

イギリスC（現地交流） 39.7 37.9 29.3 37.9 36.2 

アメリカA（冒険） 35.6 33.9 27.1 33.9 28.8 

アメリカB（家族） 43.2 40.9 40.9 52.3 43.2

表8	 雨晴海岸への旅行意向度、競合との比較

※黄色網掛けは各タイプで最も支持された観光地

表7	 イギリスBタイプの「決め手」項目とマッチする
	 雨晴海岸の体験内容

1
2
3
4
5

その土地の気候がよい
写真映えする
食事やお酒が美味しい
その土地ならではの限定の景色がみえる
その土地ならではの生き物に会える

青空×海
電車×山×海の景色
温泉旅館での食事
サンライズ、温泉×海

マッチする体験内容イギリスB×「海・川」志向の人が
行き先を選ぶ決め手

図6	「認知度×旅行意向度」の分類と
	 有力ターゲット×資源の判定結果
	 （高岡市）

人気コンテンツ（P11表5）の平均認知率を縦軸、平均旅行意
向率を横軸でクロスして４象限に分類。◎と〇にプロットされ
たら、メインコンテンツとしてのポテンシャルがあると定義する。

人気コンテンツの平均旅行意向率

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
の
平
均
認
知
率

高低

高

低

人気上昇中
スターコンテンツ

◎

需要低い
コンテンツ

認知を強化
すれば伸びる

お宝コンテンツ

◯

改善余地あり
コンテンツ

△

イギリスB×雨晴海岸はココ！
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単
な
る
再
生
回
数
ア
ッ
プ
で
な
く 

狙
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
支
持
も
獲
得

　

こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
仁
淀
川
町

と
高
岡
市
の
実
証
実
験
で
は
、
①
フ
レ
ー

ム
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
地
域
資
源
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
②
定
量
調

査
に
よ
る
検
証
を
行
っ
て
き
た
が
、
高
岡

市
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
③
フ
レ
ー
ム
活
用

で
得
ら
れ
た
磨
き
上
げ
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ

く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
有
力
候
補
で
あ
る

４
つ
の
地
域
資
源
と
、
高
岡
市
全
体
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
フ
レ
ー
ム
で
得
ら
れ
た
結

果
を
踏
ま
え
た
シ
ョ
ー
ト
動
画（
全
５

本
）を
制
作
、
こ
れ
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
す
で
に
人
気
の
他
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
同
等
以
上
の
再
生
数
を
獲

得
で
き
る
か
を
確
認
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
こ
で
は
代
表
例
と
し
て
、
雨
晴
海
岸
の

動
画
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

　

動
画
は
、
フ
レ
ー
ム
で
得
ら
れ
た
磨
き

上
げ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る「
温
泉
体
験
」や

「
食
事
体
験
」の
要
素
を
盛
り
込
む
べ
く
、

雨
晴
海
岸
で
の
シ
ー
ン
の
ほ
か
、
近
隣
の

旅
館『
磯
は
な
び
』で
の
シ
ー
ン
を
加
え

て
制
作
。
温
泉
や
色
浴
衣
体
験
、
和
室
で

食
べ
る
日
本
食
、
客
室
な
ど
を
見
せ
る
こ

と
で
、
行
き
先
選
び
の
決
め
手
と
な
る
体

験
内
容
を
表
現
し
た（
図
６
）。

　

こ
の
動
画
を
、
日
本
好
き
外
国
人
の
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア『
R
e
c 

L
o
c
』の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

（『
R
e
c
L
o
c
』に
掲
載
さ
れ
た
動
画

を
集
め
て
掲
載
す
る
グ
ル
ー
プ
）内
で
投

稿
し
た
と
こ
ろ
、
１
週
間
で
１
４
２
８
回

と
い
う
再
生
回
数
を
獲
得
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
１
動
画
あ
た
り
の
平
均
再
生
回
数

約
５
０
０
回
を
大
幅
に
上
回
る
だ
け
で
な

く
、
過
去
に
投
稿
さ
れ
て
い
る
日
本
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
動
画
と
比
較
し
て
も
、
明
治

神
宮
紹
介
動
画
の
１
３
５
６
回
、
浅
草
紹

介
動
画
の
９
２
８
回
を
超
え
る
再
生
回
数

だ
。
中
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
者
に
よ
る

再
生
回
数
は
と
く
に
高
い
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
フ
レ
ー
ム
を
活
用
し

て
洗
い
出
し
た
要
素
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
造

成
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ま
ま
発
信
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
る
と

い
え
る
。
今
回
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

再
生
数
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
フ
レ
ー
ム

を
通
じ
て
設
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
的
確

に
情
報
が
届
い
て
い
る
証
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
フ
レ
ー
ム
で
洗
い
出
し
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
発
信
と
い
う
点
で
も
有
効
な
の
だ
。

事例❷
高岡市

洗
い
出
し
た「
体
験
内
容
」か
ら

効
果
的
な
動
画
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現

フ
レ
ー
ム
で
洗
い
出
さ
れ
た
体
験
内
容
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
行
き
先
を
選
ぶ
際
の
重
要
な
決
め
手
で
も
あ
る
。

こ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
上
が
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
。

実践編
図6 動画に盛り込んだ主なポイント

上記はすべて動画の中のシーン。「写真映え」
する夜明けの風景や「食事やお酒の美味しさ」
を表現した旅館での食事風景など、「決め手」
要素が支持されたと考えられる

夜明けの風景❶

旅館での食事

旅館で味わう酒

海×山×電車の風景

海の見える温泉

夜明けの風景❷

14　June  2020



着地から考える新・インバウンド攻略法

「
な
ん
と
な
く
人
気
」が 

よ
り
よ
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る

　

深
層
ニ
ー
ズ
に
着
目
し
た
各
種
ツ
ー
ル

を
使
用
す
る
こ
と
で
、「
有
望
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
地
域
資
源
の
選
定
が
し
や
す
く
な

っ
た
」と
い
う
点
は
、
実
証
実
験
に
取
り

組
ん
だ
両
自
治
体
に
共
通
す
る
感
想
。
仁

淀
川
町
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
仁
淀
川
＝
リ

バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
コ
ン
テ
ン

ツ
化
を
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
中
津
渓

谷
に
焦
点
を
当
て
歴
史
・
文
化
ジ
ャ
ン
ル

と
捉
え
る
と
効
果
的
と
い
う
発
見
も
あ
り
、

高
岡
市
か
ら
は「
地
元
で
人
気
の
場
所

（
＝
観
光
資
源
）は
な
ん
と
な
く
見
え
て

い
た
が
、
ど
う
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
磨
き
、

訴
求
し
て
い
く
べ
き
か
ま
で
分
か
っ
た
の

は
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
も
出
て
、
過
去

に
な
い
発
想
が
得
ら
れ
る
フ
レ
ー
ム
の
メ

リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
回
得
ら
れ
た
知
見
は
、
将
来
的
な
広

域
ル
ー
ト
造
成
に
も
役
立
つ
。
今
後
の
戦

略
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
是
非
市
町
村

か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

メリット❶	 ターゲットにささるコンテンツの原石
	 （＝観光資源）が見つかる
	 深層ニーズ別タイプの特徴ごとにフレームにあ

てはめることで、自地域でポテンシャルの高い
観光資源の候補を複数出して比較検討できる。

メリット❷	 その原石をどのようにコンテンツとして
	 磨き上げすればよいかがわかる
	 各深層ニーズ別タイプの人が行き先を選ぶ決

め手まで把握でき、観光資源でどのような体験
内容や過ごし方を提供するべきかがわかる。

メリット❸	 磨き上げた体験内容や過ごし方は、
	 プロモーションの訴求ポイントにも活用できる
	 狙ったターゲットに響く決め手（体験内容）を、

プロモーションでのキャッチコピーや写真、動
画として活用することで効果的な発信ができる。

メリット❹	 そのコンテンツを市場に出したときの
	 経済的効果が推測できる
	 深層ニーズ別タイプの出現率を、ターゲット国

の調査対象条件にあてはまる対象人口に掛け
合わせることで、狙うことができる人数が算出
できる。さらに、コンテンツの販売単価も掛け
合わせると、下記の計算式のように消費総額を
計算することもできる。

	

メリット❺	 そのコンテンツを核とした
	 広域ルート連携の可能性が広がる
	 自地域のメインコンテンツが明らかになれば、

他エリアとルートをつなげるための材料になり
やすい。同じ深層ニーズ別タイプを狙える他の
エリアと連携すれば、ルートのテーマも統一し
て訴求することができる。

表9 フレーム活用のメリット

実証実験
まとめ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
資
源
が
定
ま
る
の
に
加
え

磨
き
上
げ
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た

「
深
層
ニ
ー
ズ
」に
基
づ
い
た
各
種
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
地
域
の
有
力
資
源
の
洗
い
出
し
に
成
功
し
た
仁
淀
川
町
と
高
岡
市
。

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
発
想
が
得
ら
れ
た
の
も
大
き
な
成
果
と
い
え
そ
う
だ
。

実践編

調査対象にあてはまる各国の対象人口
深層ニーズ別タイプの出現率
コンテンツ販売単価 コンテンツ消費総額

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもと  ゆかり

「インバウンド旅行者の需要創造メ
カニズム研究」など、インバウンドに
関する調査や研究を担当

担当研究員より

　新型コロナウィルスの影響によって、成長
曲線を描いていたインバウンドのマーケット
は一度縮小となり、戦略を練り直す必要に
迫られている。まず着手するなら動きやすい
顕在層を取り込むことがポイントだ。再び
市場が活性化し始める拡大期を迎えた際
には、地域ならではの独自体験のために訪
日したいと思う、共感度の高い潜在層を狙
うことが鍵となるだろう。価格の安さや日本
の雰囲気に惹かれる団体旅行などは激減
する可能性がある。それに伴って、デジタル
などを活用してターゲットを絞るマーケティ
ング手法も加速するだろう。
　本研究で目指したのは、外国人旅行者が
海外旅行の渡航国を検討する際に「これを
体験するために日本へ行きたい、この地域
に行きたい」と決断させるような誘客力のあ
るメインコンテンツを、検討フレームを活用
して自治体が発掘できることだ。そして、そ
の誘客力があるコンテンツは、どんなターゲ
ットとマッチするか定量的なデータと紐づけ
て活用できるのでは？とその実証を試みた。
　今後自治体がインバウンドの戦略を検討
する際には、自地域にメインコンテンツとな
る武器があるのか、その武器はどんなター
ゲットに響くかに注目することがさらに重要
になる。その戦略やターゲットの選定基準
を明確にできれば、地域内の関係者と共通
認識を持ちながら連携を深め、コンテンツ
の継続的な販売や磨き上げができる体制
が強化されていくはずだ。再び拡大期が訪
れる時を目指し、潜在層へのマーケティン
グに活用していただきたい。競合となる海外
諸国はすでに戦略再設計に動き出している
かもしれない。今どのような戦略を再設計
するかが、この先の地域の差になっていくだ
ろう。

中長期的な戦略づくりに向け
自地域の強みを把握して
ターゲットイメージを明確に

15 June  2020　
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温
泉
街
の
再
生
を
目
指
す

新
し
い
官
民
連
携
の
形

　

山
口
県
の
北
部
に
位
置
し
、
約
６
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
長
門
湯
本
温
泉
。
こ
の

温
泉
地
で
今
、
過
去
に
例
を
見
な
い
官
民

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ

く
り
計
画
」は
、
長
門
市
と
星

野
リ
ゾ
ー
ト
の
協
働
に
よ
っ
て

温
泉
地
の
再
生
を
目
指
す
試
み

だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
大

の
特
徴
が
、
温
泉
街
再
生
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
基
本
戦
略
を
定
め
た

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
、
長
門
市

と
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
協
働
で
策

定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
日
本
を

代
表
す
る
リ
ゾ
ー
ト
運
営
会
社

と
し
て
知
ら
れ
る
同
社
だ
が
、
自
治
体
か

ら
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
受
託
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
だ
。

　

２
０
１
６
年
６
月
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が

長
門
市
に
提
案
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

長
門
湯
本
温
泉
が
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
と

そ
の
道
筋
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
同
プ

ラ
ン
で
は
観
光
経
済
新
聞
社
に
よ
る
『
に

っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
』で
10
位
以
内

に
入
る
人
気
温
泉
地
に
成
長
す
る
こ
と
を

具
体
的
な
目
標
と
し
て
設
定
。
目
標
達
成

の
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
図
２
の
６

要
素
を
抽
出
し
、
長
門
湯
本
温
泉
の
持
つ

地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

６
要
素
を
温
泉
街
に
落
と
し
込
ん
だ
配
置

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
多

岐
に
及
ぶ
が
、
主
に
温
泉
街
の
中
心
を
流

れ
る
音
信
川
周
辺
の
回
遊
性
を
高
め
る
、

“
面
的
”な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
だ
っ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
８
月
、
同
プ
ラ

ン
は
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
長
門

市
の
行
政
計
画
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

遊休資産を
地域の

ユニークネスに
変えろ！

官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
み
出
す

観
光
体
験
の
次
な
る
一
手

国
や
自
治
体
が
所
有
す
る
遊
休
資
産
を
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
変
え
る
た
め
に
、

民
間
事
業
者
の“
ア
イ
デ
ア
”や“
稼
ぐ
力
”を
活
用
す
る
試
み
が
増
え
て
い
る
。

今
回
は
、
官
民
連
携
を
通
じ
て
新
た
な
観
光
資
源
を
生
み
出
し
た
２
つ
の
事
例
を
紹
介
。

こ
れ
か
ら
の
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
。

図1 観光まちづくりによる課題解決のアプローチ

官 民公共性
公平性

差別化
新規性

行政のメリット
①民間資本、ノウハウ、	
　人材の活用
②サービスの質向上
③コストパフォーマンスの向上

官民パートナーシップによる観光まちづくり

維持管理コストの負担・景観の破壊・雇用の減少
遊休資産の課題

例：ホテル・旅館・料亭・保養所・酒蔵・
古民家・百貨店・廃校・キャンプ場・工場など

民間事業者の狙い
①ユニークな地域体験の創出
②地域一帯の魅力向上による
　集客増
③地域住民、地元事業者からの
　理解・協力

３月12日に「星野リゾート　界 
長門」が開業。前日のプレス
発表会には、江原市長や星野
佳路代表など、プロジェクト
のキーマンが集まった
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行
政
・
事
業
者
・
地
域
一
丸
で

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
実
行

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
図
３
の
よ
う
に
官
民
が
一
丸
と
な
っ

た
チ
ー
ム
体
制
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ふ
た
つ
の
会
議

体
（
推
進
会
議
、
デ
ザ
イ
ン
会
議
）を
中

心
に
計
画
が
実
行
さ
れ
た
。
主
に
重
要
な

意
思
決
定
を
行
う
た
め
に
行
わ
れ
る
推
進

会
議
は
、
委
員
長
を
務
め
る
長
門
市
長
や
、

星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
の
星
野
佳
路
さ
ん
、

地
元
の
古
刹
大
寧
寺
の
代
表
役
員
の
岩
田

啓
靖
さ
ん
な
ど
、
行
政
・
事
業
者
・
地
域

を
代
表
す
る
９
名
で
構
成
。
一
方
、
推
進

会
議
に
具
体
的
な
整
備
計
画
な
ど
を
提
案

す
る
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
は
都
市
計
画
の
専

門
家
で
「
司
令
塔
」を
務
め
た
「
有
限
会

社
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン
」代
表
取
締
役

の
泉
英
明
さ
ん
を
中
心
に
、
建
築
や
金
融
、

交
通
な
ど
の
各
分
野
か
ら
集
ま
っ
た
11
名

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
力
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
７
年
の
９
月
に
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
社
会
実
験
（
①
河

川
空
間
の
活
用
、
②
交
通
再
編
、
③
夜
間

照
明
の
検
証
）が
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年

３
月
に
は
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
る
な
ど
、
各
所
の
整
備
計
画
や
地
域
の

合
意
形
成
も
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
０
年
３
月
に
は
「
星
野
リ

ゾ
ー
ト　

界 

長
門
」、
立
ち
寄
り
湯
「
恩

湯
」な
ど
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
。「
長
門
湯

本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
お
け

る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
、
概
ね
完
了
し
た
。

　

官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

温
泉
街
全
体
の
大
胆
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち

づ
く
り
計
画
」は
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
な

成
果
を
生
み
出
す
の
か
。
そ
の
動
向
か
ら

し
ば
ら
く
目
が
離
せ
な
い
。

01事 例 研 究

表1	 長門湯本温泉
	 観光まちづくり計画の
	 タイムライン

長門湯本温泉観光まちづくり計画

星野リゾートが描いたマスタープランを軸に
行政・観光事業者・地元の人々 が連携

図2	 魅力的な温泉街が有する
	 ６つの要素

図3  官民連携の推進チームを構築

2014年1月 老舗ホテル廃業
2016年1月 長門市から星野リゾートに

温泉街再生のためのマスタ
ープランを委託

6月 星野リゾートによるマスター
プランの最終報告会開催。
長門市に提出

8月 長門市が長門湯本温泉観
光まちづくり計画を策定

2017年5月 第一回長門湯本温泉観光ま
ちづくり推進会議開催

9月 社会実験実施（河川空間活
用、交通再編、夜間照明の
検証）

2018年3月 長門湯本温泉景観ガイドラ
イン策定

2019年7月 湯本温泉全旅館の連名で、
温泉街の持続的な発展のた
めの要望書を長門市に提出

12月 長門市税条例を改正し、入
湯税の引き上げ、景観インフ
ラ整備のための基金条例を
制定

2020年3月 エリアマネジメント法人「長
門湯本温泉まち株式会社」
設立

「星野リゾート　界 長門」
開業
公共整備完了、温泉街全面
リニューアルオープン、全国
初となる温泉街全体での照
明の調光制御開始

5月 まち開き

風呂
（外湯）

そぞろ歩き
（回遊性） 食べ歩き

絵になる
場所

文化
体験

休む・佇む
空間

地域

事業者 専門家

行政

司令塔

「長門湯本温泉観光まちづくり計画」で発表さ
れた、温泉街エリアの配置図。（長門市発表
資料より引用）
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星野リゾートにマスタープランを委託するという決断の背景には、
長門市の危機感があった。長門湯本温泉の宿泊者数は、1983
年の約39万人から2014年の約18万人と半減。同年には、温
泉街の中心に位置していた創業150年の老舗ホテルが倒産。そ
んな状況を変えるために当時の大西倉雄市長が強いリーダーシ
ップを発揮し、星野リゾートの誘致に動いた。「マスタープランを
都市計画コンサルではなく星
野リゾートに頼むことに疑問
の声も上がりました。ただ、
良い計画をすることが目的で
はなく、一緒にプランを実現
していけるパートナーであるこ
とが大切。その観点から、星
野リゾートにお願いしました」
と長門市やきとり課の松岡裕
史さんは話す。

リノベーションが進むと、温泉街はどうなるのか。より理想的な
まちづくりのためには何が必要なのか。そんな疑問を検証するた
めに、社会実験が行われたことも同プロジェクトのポイント。
2017年9月16日～10月9日に行われた社会実験では、音信川・
大寧寺川に川床を設置する「河川空間の活用」、公共空間のラ
イトアップなどを通じて夜のそぞろ
歩きの雰囲気を再現する「夜間景
観の演出」、道路の一部を歩行者
専用にしてそぞろ歩きしやすくする

「交通機能再編による空間活用」
の３つの社会実験を実施。資料
やパースだけでは伝わらない“リノ
ベーション後”の温泉街を体感す
ることで、市民の間に理解や計画
への期待が現れたという。

前市長からプロジェクトを引き継ぎ、
まちづくりを進めた長門市の江原達
也市長

立ち寄り湯の「恩湯」前の広場から駐車場に向かって続く「竹林の階段」も
フォトジェニックな新名所

先進事例に学ぶ、官民連携4つのポイント

1

2

ポイント

ポイント

地域衰退の危機感が
行政の決断力を生んだ

地域の社会実験を通じて
観光まちづくり計画を“見える化”

プロジェクト推進の中心を担ったのが、専門家チームで構成され
た「デザイン会議」だ。まちづくりの企画や設計、合意形成を専
門とする「有限会社ハートビートプラン」代表取締役の泉英明さ
んが“司令塔”として旗振り役を務め、その周囲に建築、ランド
スケープ、照明、交通などの専門家や、長門市の建設部などの
メンバーが集まっている。たとえば、山口フィナンシャルグルー
プの一員である株式会社YMFG ZONEプラニングは、地方創
生に特化した金融面の専門家として「デザイン会議」に参加し、
同プロジェクトに関連する事業の助言や支援を実施。ひとつひ
とつ細やかに事業性を判断しながら進めることで、プロジェクト
のファイナンスの健全性が保たれた。このように、各メンバーが
専門領域を担当しながら連携していた。また、長門市長や星野
代表を含めた関係者が、積極的に専門家の意見を取り入れてい
たことも、プロジェクトが円滑に進んだ要因だ。

3ポイント

照明計画からファイナンスまで
専門家の知見を活かす

01事 例 研 究

長門湯本温泉観光まちづくり計画

温泉街の中心に位置する雁木
広場は、地域の人々や旅行者の
憩いの場として機能する親水空
間だ
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持続的なまちづくりを行うために、エリアマネジメント法人「長門
湯本温泉まち株式会社」を設立したことも同プロジェクトの特
長だ。「長門湯本温泉まち株式会社」は、「湯本温泉旅館協同組
合」と立ち寄り湯「恩湯」の運営を行う「長門湯守株式会社」、「長
門湯本オソト活用協議会」の出資から成り立っており、長門市か
ら投入される入湯税や自主事業による収入を財源に活動する。

「いわゆるDMOのように対外的なマーケティングやコンテンツ発
信を行うと同時に、地域の暮らしに関わりながらエリアマネジメ
ントをしていきます」とは、同社でエリアマネージャーを務める木
村隼斗さん。観光まちづくり計画で定めた「人気温泉地ランキン
グトップ10」に入ることはもちろん、旅館の収益性の向上や地
域で行われる新規事業の増加、さらには温泉街で働く人や暮ら
す人の生活満足度の向上を目指して、さまざまな活動を行ってい
く予定だという。

官民連携のコツとは？
官民のキーマンに聞く
column

「星野リゾート　界 長門」。
宿泊客以外も利用できる「あ
けぼのカフェ」を備えるなど、
地域に対して開かれているこ
とも大きな特長だ

「マスタープランから一貫性を持ってプロジ
ェクトが進んでいるので、『星野リゾート　
界 長門』だけが地域から浮くことがない。
温泉街全体を楽しむためにどんな提案が
できるか、スタッフ一同わくわくしています」

星野リゾート
界 長門  
総支配人
三保裕司さん

「プロジェクトを進めるためには、地元の
人々 への丁寧なコミュニケーションが必要。
その点で頑張ることは、私たち行政の役
割だと思います。また、専門家に思い切っ
て任せることの大切さも、今回のプロジェ
クトで実感しました」

長門市やきとり課
課長補佐
松岡裕史さん

4ポイント

観光まちづくりの水先案内人となる
エリアマネジメント法人を設立

図4	 エリアマネジメント法人
	 長門湯本温泉まち株式会社の役割

DM
（ディスティネーション
マネジメント）機能
□エリアマーケティング
□対観光客情報発信
□コンテンツ企画

ローカル
デベロッパー機能
□不動産事業
  （空き家活用・公共空間
　マネジメント・景観）
□事業者誘致事業
□駐車場事業

地域深耕機能
□地域事業者支援事業
□ちょいバイトちょい飲み
□地域課題解決
  （旅館を核にした
　働き方改革など）

ブランディング
マーケティング意識喚起価値付け

情報発信

コンテンツ
街普請商品企画

来訪者

観光
事業者／
温泉街

事業環境社会実験

新規事業者

不動産
オーナー／
地域事業者

関係人口

温泉街／
川

共感づくり参加の
仕組み

エリアマネジメント法人
入湯税による収入・自主事業による収入で運営

「熱い思いを持って私たちを誘致してくれた長
門市のみなさんをはじめ専門家や地元の
方々が本気でコミットしてくれたことが本プロ
ジェクトの成功の要因だと思います。温泉街
の集客は、『星野リゾート　界 長門』の集客
にもつながります。今後はエリアマネジメント
法人と一緒にプロモーションや地域の魅力
アップにつながる施策を行っていきたいです」

星野リゾート
国内企画開発部
プロジェクト
マネージャー
石井芳明さん
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 ″
民
〟な
ら
で
の
企
画
力
で

半
休
眠
状
態
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
再
生

　

全
国
に
は
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
プ
場
が
数

多
く
あ
る
。
上
信
越
高
原
国
定
公
園
内
の

国
有
林
に
位
置
し
、
１
９
７
１
年
か
ら
運

営
さ
れ
て
き
た「
軽
井
沢
野
営
場
」も
、
か

つ
て
は
そ
ん
な
場
所
だ
っ
た
。
林
野
庁
か

ら
国
有
林
の
管
理
運
営
を
委
託
さ
れ
た
軽

井
沢
町
が
、
品
川
区
キ
ャ
ン
プ
協
会
に
再

委
託
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
い
た
同
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
真
夏
の
約
１
ヶ
月
間
の
み
開

場
。
年
間
の
利
用
者
数
は
１
０
０
０
人
ほ

ど
だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
軽
井
沢
野
営
場
」が
、
新
た
な
一
歩
を
歩

み
始
め
た
の
は
２
０
１
４
年
。
こ
の
年
、

国
有
林
の
運
営
管
理
者
が
、
軽
井
沢
町
か

ら
民
間
事
業
者
に
移
行
。
翌
年
３
月
に
、

ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
巨

大
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
や
約
１
０
０
名

が
利
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
充

実
し
た
設
備
を
備
え
る
同
施
設
は
、
口
コ

ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
徐
々
に
話
題
と
な
り
、
昨

シ
ー
ズ
ン
に
は
年
間
３
万
人
以
上
の
入
場

者
を
記
録
す
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。

 

「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」の
躍

進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
明
確

で
シ
ャ
ー
プ
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
だ
。

 

「
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
と
称
し
て
は
い

ま
す
が
、
私
た
ち
の
コ
ア
は
教
育
事
業
。

自
然
体
験
を
通
じ
て『
子
供
た
ち
の
生
き

る
力
を
高
め
る
』『
家
族
の
絆
を
深
め
る
』

『
人
・
組
織
の
可
能
性
を
切
り
拓
く
』こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
」と
は
、

同
社
の
代
表
を
務
め
る
森
和
成
さ
ん
。
ア

ク
セ
ン
チ
ュ
ア
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
な
ど
、
長
年
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
人
材
育
成
の
領
域
で
活
躍
し
て
き

た
同
氏
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
い
う
空
間
を

人
や
組
織
の“
学
び
”の
場
と
捉
え
、
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
に

落
と
し
込
む
。
た
と
え
ば
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

施
設
は
、
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら

自
己
肯
定
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

１
ｍ
〜
８
ｍ
の
５
階
層
の
高
さ
を
設
定
。

小
さ
な
子
供
で
も
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
け
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
週
末
に
は
家
族
で
協
力
し
て
ミ
ッ
シ

ョ
ン
達
成
を
目
指
す『
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ

プロジェクト開始当初の様子。代表の森さんによる手
づくりの施設整備が進められた

02事 例 研 究

ライジングフィールド軽井沢

明確なコンセプトを原動力に官民が連携！
国有林を活用した“学べる”アウトドアリゾート
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レ
ン
ジ
』な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
。

法
人
向
け
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
好
評
で
、
近
年
は

Ｂ
to
Ｂ
の
需
要
も
増
加
。
平
日
の
稼
働
率

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。

熱
い
思
い
＋
ロ
ジ
ッ
ク
で

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む

　

と
は
い
え「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

軽
井
沢
」実
現
ま
で
の
道
の
り
は
平
坦
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
町
が
担
っ
て
い
た

国
有
林
の
管
理
運
営
を
、
一
民
間
事
業
者

へ
と
移
管
す
る
の
は
異
例
の
こ
と
。
そ
れ

だ
け
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
当
初
か
ら
、

森
さ
ん
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
話
し

合
い
を
何
度
も
重
ね
て
き
た
。

 

「
軽
井
沢
町
は
も
ち
ろ
ん
、
霞
が
関
の
林

野
庁
や
環
境
省
な
ど
に
も
お
邪
魔
し
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企

画
書
を
片
手
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
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行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

や
想
い
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国

有
林
野
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に

『
広
く
国
民
が
利
用
で
き
る
』ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
込
む
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
合

意
形
成
も
必
要
な
の
で
、
地
元
の
経
済
界

の
人
々
を
は
じ
め
多
く
の
方
に『
子
供
た

ち
の
生
き
る
力
を
高
め
る
場
づ
く
り
を
し

た
い
』こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
企
画
書
を
渡

し
た
人
の
数
は
、
２
０
０
人
を
超
え
る
と

思
い
ま
す
」と
森
さ
ん
。
こ
の
活
動
が
功
を

奏
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
す
る
人
は

増
加
。
現
設
備
の
ベ
ー
ス
も
、
森
さ
ん
が

敬
愛
す
る
K
・
M
さ
ん
に
よ
る
開
発
資
金

面
の
応
援
が
あ
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。

　

地
域
の
行
政
や
地
元
の
人
々
と
の
関
係

性
構
築
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も「
ラ
イ
ジ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」の
特
長
だ
。
た

と
え
ば
、
同
施
設
は
軽
井
沢
町
民
に
無
料

で
開
放
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
学
校
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
協
力
。
ま
た
、

軽
井
沢
町
や
有
識
者
と「
運
営
協
議
会
」を

立
ち
上
げ
、
活
動
方
針
や
計
画
な
ど
を
共

有
す
る
場
と
し
て
活
用
す
る
。

 

「
こ
の
森
は
も
と
も
と
30
年
に
亘
っ
て
軽

井
沢
町
の
共
有
資
産
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
場
所
で
す
。
一
民
間
企
業
と
し
て
の
思

い
だ
け
で
突
き
進
む
の
で
は
な
く
、
空
間

も
情
報
も
で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

活
動
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
。
そ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

国
、
町
、
事
業
者
、
地
域
。
異
な
る
立

場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
建
設
的
に
関

わ
り
合
え
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
も
、

同
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ライジングフィールド
代表取締役社長
森 和成さん

図5  ライジングフィールド運営協議会の構成

ライジング
フィールド軽井沢
代表取締役、役員

有識者
自然体験活動、

自然保護活動等の
分野

軽井沢町
関係所管組織責任者

＝観光経済課長

ライジングフィールド軽井沢　DATA

軽井沢駅北口から車で10分ほどに位置する
アウトドアリゾート。自然体験を通じて「子供
たちの生きる力を高める」「家族の絆を深め
る」「人・組織の可能性を切り拓く」ことをミッ
ションに掲げ、10万坪もの広大な敷地に多
彩なキャンプサイトやアスレチック施設などが
点在する。一般ユーザー向けのキャンプ場と
してはもちろん、法人向けの企業研修や人材
開発、組織開発プログラムなども展開。長
野県白馬市には同様のコンセプトを持つ『ライ
ジングフィールド白馬』がある。
☎0267-41-6889　
長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉2129
www.rising-field.com
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先進事例に学ぶ、官民連携3つのポイント

02事 例 研 究

ライジングフィールド軽井沢

自然体験活動を通じて、子供たちの生きる力を高めたい―――。
そんなブレないビジョンこそが「ライジングフィールド軽井沢」の
活動の軸にある。「さまざまな立場の方に仲間になってもらうた
めには、『これがやりたい』という“想い”を伝え、共感してもらう
ことが大切だと思います」と森さん。“民”として“官”と付き合う
上でのコツを訊ねると「担当者の異動で共有してきた“想い”が分
断されることがある。だからこそ、常にパッションを当てに行く
ことを大切にしています」という言葉が返ってきた。

「ライジングフィールド軽井沢」、「軽井沢町」、「有識者（大学教
授など）」の３者で構成される運営協議会を設置し、活動方針や
予算管理状況を共有することも同事例の特徴のひとつだ。「ステ
ークホルダーに対する配慮ということもあり、協議会を作ってい
ます。林野庁にとって一民間企業に国有林を任せるのはリスキー
ですが、協議会が有ることである程度の透明性や公共性が担保
される。また、軽井沢町にとっても、町民から『ライジングフィー
ルド軽井沢』についての問い合わせがあった際に、きちんと説
明できるようになります。民間事業者として行政と連携していく
ためには、彼らが困らないような状況・仕組みを作ることも大切
だと思います」と森さんは話す。

1

2

ポイント

ポイント

ぶれないビジョンこそが
すべての行動指針の原点となる

事業者・行政・有識者による
運営協議会の設置

官民連携の形として「指定管理者制度」もあるが、同事例の場合、
民間事業者の柔軟性・スピード感は大きな利点。「ビジネスは生
き物ですから、状況が変わったら料金設定を含めて柔軟に変更
していかなければいけない。そのため、所有でも受託でもなく、
この土地を“借りる”という形態をとっています」と森さん。まず
はシンプルに“民”に託し、協議会などを通じて連携していく。そ
んな関係性が、これからさらに増えていくのかもしれない。

3ポイント

“民”の柔軟性やスピード感を
最大限に活かす

地域への影響は？
官民のキーマンに聞く
column

「町が管理運営していたときは、夏季の１ヶ月のみの開場で
したが『ライジングフィールド軽井沢』が管理運営するように
なって、通年営業されている。そのことが一番のメリット。
また、軽井沢の新たなアクティビティスポットとして、地域
住民はもとより、観光客のニーズに応えていただいておりま
す。さらに、ワーケーションを取り入れるなど、積極的な事
業展開をされていることも地域住民、事業者の刺激になって
いると感じています」

軽井沢町  観光経済課  課長
中山 茂さん
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海外の観光都市戦略をはじめ、
インバウンドや地域開発に関する
調査・研究を行う

リーンスタートアップ
とは

column

じゃらんリサーチセンター
客員研究員

幸田泰尚

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
策
定
に
お
い

て
は
実
施
主
体
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

無
く
行
政
主
導
で
行
っ
た
場
合
、
ユ
ー
ザ

ー
視
点
が
不
足
し「
総
花
的
な
絵
に
描
い

た
餅
」と
な
り
や
す
い
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
新
た
な
国
内
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
場
合
は
地
域
外
で
得
た
知
見
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民

間
事
業
者
、
い
わ
ゆ
る“
よ
そ
者
”の
活
用

が
鍵
だ
。
今
回
紹
介
し
た
事
例
で
は
実
施

主
体
で
あ
る
民
間
事
業
者
が
計
画
段
階
か

ら
圧
倒
的
な
ユ
ー
ザ
ー
視
点
で
コ
ン
セ
プ

ト
を
策
定
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
行
政
や

住
民
へ
浸
透
す
る
こ
と
で
関
係
者
全
員
が

他
人
ゴ
ト
か
ら
自
分
ゴ
ト
化
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
に
至
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
は

関
係
者
が
多
岐
に
渡
る
た
め
、
気
を
遣
う

こ
と
が
多
く
着
地
点
が
予
測
で
き
な
い
ま

ま
頓
挫
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
自
治

体
の
総
合
計
画
や
公
式
の
協
議
体
に
お
い

て
は
方
針
レ
ベ
ル
の
総
論
は
賛
成
さ
れ
る

一
方
で
、
施
策
の
具
体
と
な
る
と
反
対
意

見
が
続
出
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
後
を
絶

た
な
い
。
関
係
者
の
合
意
形
成
に
お
い
て

は
こ
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
超
え
て
い
く

こ
と
が
官
民
連
携
の
命
題
と
な
る
。

総
論
賛
成
・
各
論
反
対
の

ジ
レ
ン
マ
に
効
く

 ″
社
会
実
験
〟と
い
う
処
方
箋

　

長
門
市
の
取
り
組
み
で
は“
社
会
実
験
”

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
地
域
住
民
と
の

合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
照
明
計
画
を
施
行
す
る
決
定

の
前
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
仮
設
で
竹

林
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
街
路
に
蝋
燭
を

灯
す
実
験
を
実
施
。
美
し
く
照
ら
し
出
さ

れ
た
夜
の
街
並
み
を
見
て「
こ
れ
だ
っ
た

ら
孫
と
一
緒
に
夜
も
散
歩
し
て
み
た
い
な
」

と
そ
れ
ま
で
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
議
論

が
一
歩
前
に
進
ん
だ
と
い
う
。

　

誰
し
も「
変
え
る
こ
と
」に
対
し
て
恐
れ

や
不
安
は
抱
く
も
の
。
ま
た
専
門
家
が
作

っ
た
絵
や
数
字
の
効
果
予
測
だ
け
で
は
人

の
心
は
な
か
な
か
動
か
な
い
。“
社
会
実
験
”

で
は
具
体
的
に
目
指
す
姿
の
イ
メ
ー
ジ
を

関
係
者
に
体
感
し
て
も
ら
え
た
こ
と
が
合

意
形
成
の
成
否
を
分
け
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
実
際
の

ユ
ー
ザ
ー
に
晒
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

意
思
決
定
の
精
度
を
上
げ
る
と
と
も
に
関

係
者
の
合
意
形
成
を
同
時
に
図
る
手
法
を

“
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
”と
い
う
。
こ

れ
は
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
開
発
に
お
い

て
素
早
く
改
善
点
を
特
定
し
、
無
駄
な
リ

ソ
ー
ス
投
下
を
防
ぐ
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
手
法
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
の
開
発
を

伴
う
遊
休
資
産
の
再
生
プ
ロ
セ
ス
に
こ
の

手
法
を
応
用
し
た
場
合
、
そ
の
効
果
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ソ
フ
ト
開
発
の
場
合
よ
り
む

し
ろ
高
い
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
施
設
や
景
観
の
整
備
は
不
可
逆
、
つ

ま
り
一
度
建
て
た
ら
す
ぐ
に
は
後
に
戻
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
建
設
後
に
想
定
通
り

の
成
果
が
得
ら
れ
ず
使
わ
れ
な
い
ハ
コ
と

な
れ
ば
、
ま
た
将
来
の
遊
休
資
産
を
生
み

出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

 

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、
複
雑
な
課
題

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
シ
ン
プ
ル
な“
見

え
る
化
”が
功
を
奏
す
る
の
で
は
な
い
か
。

考察
成
否
の
鍵
は“
合
意
形
成
”に
あ
り

自
分
ゴ
ト
化
さ
れ
た
主
体
と
一
緒
に
作
る

ユ
ー
ザ
ー
視
点
の
開
発
プ
ロ
セ
ス

シリコンバレー発祥の起業の
方法論。コストをかけずにア
イデアの仮説を検証できる最
低限の機能を持った試作品
を顧客に提供し、反応を観
察することで市場に受け入れ
られるか判断をする開発手法。

実施主体のコミットが
無く、ユーザー視点が
不足

ユーザー視点のビジョ
ンが各主体に浸透

ビジョンが浸透せず、
総論賛成・各論反対に
なりがち

社会実験による見える
化で各主体の自分ゴト
化が促進

官民連携
による

社会実験

Before

After
仮説

学習

計測意思
決定

担 当 研 究 員 よ り

官民パートナーシップによる
観光まちづくりの開発プロセス

行政

行政 民間
事業者

民間
事業者

地域
住民

連携

分断

計画主体 実施主体



観
光
ジ
バ
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

農
山
漁
村
に
応
用
す
る
試
み

 

「
ジ
バ
観
」と
は
、
イ
キ
イ
キ
し
た
観
光

地
域
づ
く
り（
観
光
ジ
バ
づ
く
り
）の
中

核
と
な
っ
て
、
自
ら
主
体
的
に
推
進
し
つ

づ
け
る「
地
域
愛
で
つ
な
が
る
協
働
チ
ー

ム
」を
地
域
内
に
立
ち
上
げ
る
取
り
組
み

だ
。「
と
ー
り
ま
か
し
」52
号
に
事
例
と
し

て「
岐
阜
県
白
川
村
魅
力
あ
る
観
光
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
」を
紹
介
し
た
。

　

ジ
バ
観
は
、
そ
の
後
も
各
地
で
協
働
チ

ー
ム
を
創
っ
て
き
た
が
、
２
０
１
９
年
か

ら
宮
城
県
農
政
部
農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

と
と
も
に
始
め
た
の
が
、「
農
山
漁
村
交

流
拡
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」づ
く
り
だ
。

観
光
ジ
バ
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
し

て
農
山
漁
村
の
関
係
人
口
を
生
み
出
し
、

自
ら
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
を
創
っ
て
い

く
実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

「
自
ら
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
」を

増
や
す
こ
と
が
目
的

　

ま
ず
農
山
漁
村
交
流
拡
大
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
全
体
像
を
紹
介
す
る（
図
１
）。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、
宮
城
県
内
の
農
山
漁
村（
た

だ
し
、
沿
岸
部
地
域
は
東
日
本
大
震
災
復

興
予
算
や
域
外
か
ら
の
多
様
な
業
種
・
人

が
入
っ
て
お
り
、
活
動
が
活
発
化
し
て
い

る
た
め
、
特
に
内
陸
部
の
農
山
村
を
重

視
）と
首
都
圏
・
仙
台
市
な
ど
の
都
市
部

企
業
を
適
切
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
農
山
漁

村
で
の
人
事
担
当
者
向
け
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
、
ひ
い
て
は
農
山
漁
村
で
の
企
業
研

修
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。

　

企
業
研
修
が
何
度
も
行
わ
れ
れ
ば
、
や

が
て
農
山
漁
村
に「
関
係
人
口
」が
生
ま

れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
増
や
す
こ
と
で
、

「
自
ら
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
」を
県
内

に
一
つ
で
も
多
く
生
み
出
す
。
そ
れ
が
こ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
マ
ッ
チ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

農
山
漁
村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
人
材

育
成
、
農
山
漁
村
の
魅
力
・
課
題
の
発
掘

や
コ
ン
テ
ン
ツ
化
も
支
援
す
る
予
定
だ
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
背

景
に
は
、
農
山
漁
村
の
急
速
な
人
口
減
少

が
あ
る
。
離
農
者
と
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

す
で
に
里
山
や
景
観
の
保
全
が
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
る
地
域
が
多
い
。
放
っ
て
お
け

ば
、
早
晩
消
滅
す
る
農
山
漁
村
が
出
る
。

　

農
政
部
に
は
、
そ
う
な
る
前
に
農
山
漁

村
と
都
市
部
企
業
人
材
の
交
流
を
深
め
、

農
山
漁
村
の「
関
係
人
口
」を
増
や
し
て

農
山
漁
村
の
課
題
発
見
・
解
決
に
協
力
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
。

農山漁村関係人口
創出プロジェクト
2019年、ジバ観（観光ジバづくりのための協働チーム育成研究）が
宮城県農政部農山漁村なりわい課と「農山漁村交流拡大プラットフォーム」づくりを始めた。
観光ジバづくりのノウハウを応用して、農山漁村の関係人口を創出し、
自ら持続可能な農山漁村を創っていく新たな実証実験プロジェクトだ。
そのチャレンジの内容と参加者の声を紹介する。

自ら持続可能な農山漁村を創るための実証実験を開始！

宮城県農政部
×

ジバ観

24　June  2020



全
員
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形

に
し
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
共
創

プ
ロ
セ
ス
の「
５
要
素
」（
図
3
）

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
重
視

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
５
要
素

を
全
員
で
決
め
て
い
く
こ
と
が
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
具
体
化
し
、

実
現
す
る
上
で
有
効
だ
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
勉
強
会
に
は
別
途
講
師

を
呼
び
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地

域
・
島
根
県
海
士
町
の
事
例
や
、

都
市
部
企
業
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
学

ん
だ
。
勉
強
会
に
は
コ
ア
メ
ン
バ
ー
周
辺

の
関
係
者
な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

学
び
の
輪
を
広
げ
て
い
っ
た
。

に
多
様
な
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
群
盲

象
を
撫
で
る
」と
い
う
考
え
方
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
か
ら
だ（
右
図
像
）。「
全
体
像
を

一
人
で
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
員

が
声
を
出
す（
群
盲
が
象
を
撫
で
る
）こ

と
で
全
体
像
が
現
れ
る
」と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
対
話
し
て

は
じ
め
て
、
活
動
や
周
辺
環
境
の
全
体
を

把
握
で
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
活
動
を
実

現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

②
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
と
勉
強
会

　

コ
ア
チ
ー
ム
を
作
っ
た
後
、
２
０
１
９

年
８
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
に
わ
た
っ
て
、

５
回
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
と
４
回
の
勉

強
会
を
実
施
し
た（
図
2
）。

　

コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
に
は
、
コ
ア
メ
ン

バ
ー
と
農
政
部
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
ジ

バ
観
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、

農山漁村の支援も行う
①地域内のネットワーキング・
　人材育成
②地域の魅力・課題の発掘・
　コンテンツ化

図1  農山漁村交流拡大プラットフォームの全体像

図2  実証実験プロジェクトのスケジュール

大きな象の全体（全体像）を一人で捉えることはできない。
誰の意見もある面で正しいが、正しく把握できているのは
全体の一部に過ぎない。そのため、全員が声を出す（群盲
が象を撫でる）ことで、はじめて全体像が現れる。
※英一蝶（1652 – 1724）による『衆瞽象を撫ず』図

宮城県農政部農山漁村なりわい課＋ジバ観＋コアチーム

プラットフォームづくり

首都圏・仙台市などの
都市部企業

宮城県内の
農山漁村

農山漁村交流拡大
プラットフォーム

農山漁村と
都市部企業を
マッチング！

そ
れ
が
取
り
組
み
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
対
話
が

良
い
活
動
を
実
現
す
る

　

ジ
バ
観
は
、
基
本
的
に
次
の
プ
ロ
セ
ス

で
観
光
ジ
バ
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

①
地
域
に「
共
創
チ
ー
ム
」を
つ
く
る

②
共
創
チ
ー
ム
で「
話
し
合
う
」

③
共
創
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
、「
ま
ず
や

　
っ
て
み
る
」

　

今
回
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
次
の
通
り
だ
。

①
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
全
体
企
画
と

　
コ
ア
チ
ー
ム
づ
く
り

　

最
初
に
、
宮
城
県
農
政
部
メ
ン
バ
ー
と

ジ
バ
観
で
全
体
企
画
を
練
っ
た
後
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
の

コ
ア
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

　

コ
ア
チ
ー
ム
に
は
、
宮
城
県
の
農
山
漁

村
な
ど
で
活
動
す
る
事
業
者
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
そ
し
て
都
市
部
企
業
社
員
な

ど
、
６
名
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

ジ
バ
観
で
は
、
こ
う
し
て
共
創
チ
ー
ム

フィールドワーク
農山漁村が都市部企業の人事担当者などに

向けたフィールドワークを主体的に計画・実行

関係人口づくりへ
社員研修などをきっかけに農山漁村が

関係人口をつくり活性化の原動力とする

企業研修など
都市部企業の農山漁村での活動

（社員研修・福利厚生・副業兼業・CSVなど）につなげていく

コアメンバー会議

勉強会

柴田町

登米市

大崎市

企画ワークショップ フィールドワーク

企画ワークショップ フィールドワーク

企画ワークショップのみ2回

3月2月1月12月11月10月9月8月
2019年 2020年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
キ
ッ
ク
オ
フ

モデル地域
柴田町、登米市、

大崎市

モデル企業
ロート製薬、

他2社
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What
その活動では
何をするか

How
その活動をどのように

実現するか

Vision
その活動によって

どのような姿を実現したいか

Why
なぜその活動を行おうと

思ったか

Purpose
その活動は何のために

行うものか

柴田町里山保全フィールドワーク

事例 

　試験的に行ったフィールドワーク事例と
して、柴田町槻木地区の里山保全フィール
ドワークを紹介する。
　柴田町は仙台市から自動車で40分ほど
のところにある人口4万人弱のまちだ。町
内には、比較的住宅が多い船岡地区と農
山村中心の槻木地区がある。船岡地区に
は観光名所として一目千本桜があるが、桜
の季節以外は基本的に静かである。
　フィールドワークは、コアメンバーの1人・
嶋﨑康二さんが槻木地区で営む古民家宿

「柚子のあぜ道 雨乞のかえる」を拠点にし
て、1泊2日で行った。日中は槻木地区の
里山や森林を巡って暮らしと現状を知って
もらい、夜は地元食材や地酒を囲んで、
住民との交流を深めてもらうプログラムだ。
　今回は、ロート製薬人事総務部の蔵方
佑介さんに参加いただいたが、蔵方さんに
は「都市で暮らし働いていると忘れがちな
人間らしさを味わうことができた。私のよ
うに都会で生まれ育った者は、みな私と同
じように、第二の故郷に訪れたような感覚
になるのでは。今後、福利厚生の一環とし
て柴田町訪問を社員に勧めていきたい」と
いう感想をいただいた。

③
モ
デ
ル
地
域
で
の

　
試
験
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
農
山
漁
村
と
都

市
部
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
後
は
、
農

山
漁
村
が
主
体
と
な
り
、
企
業
の
人
事
担

当
者
な
ど
に
向
け
て「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」を
実
施
し
、
人
事
担
当
者
と
地
域
の

人
の
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
企
業
研
修
な

ど
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
流
れ
に
な
る
。

　

今
回
は
実
証
実
験
の
た
め
、「
モ
デ
ル

地
域（
柴
田
町
・
登
米
市
・
大
崎
市
）」と「
モ

デ
ル
企
業（
ロ
ー
ト
製
薬
ほ
か
２
社
）」を

あ
ら
か
じ
め
選
定
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
試
験
的
に
実
施
し
た
。
ジ
バ
観
は
、

地
域
の
人
た
ち
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
本
番
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
キ
ッ
ク
オ
フ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

２
０
２
０
年
２
月
に「
農
山
漁
村
交
流
拡

大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」と
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
立
ち
上
げ
の「
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
同
時
開
催
し
た
。
ジ
バ
観
は
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
実
施
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
っ
た
。

図3  共創プロセスの5要素

都市部企業・企業人材視察（勉強会）
の様子

柴田町槻木地区の風景

フィールドワークの拠点となった古民
家宿「柚子のあぜ道 雨乞のかえる」

フィールドワークを企画・準備するワ
ークショップの様子

実際のフィールドワークの様子（竹林
視察）
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都市部企業
社員
阿部 真さん

一般社団法人 
かかしの一本足  かえるのあぐら　
代表理事
嶋﨑康二さん

柴田町 農家
加藤嘉昭さん

コアメンバー・フィールドワーク実施者の声
前述の嶋﨑さんのほか、都市部企業の代表者としてコアチームに参画していただいた阿部さん、
柴田町里山保全フィールドワークで活躍していただいた地元農家・加藤さんの声を紹介する。

農山漁村での研修は
都会の住人が
人生を見つめ直す
時間になる
　私はふだん都市部のある企業で働いて
おり、そこで数年震災復興支援に関わっ
た縁で今回のコアチームに個人として参
画しました。コアチーム内では、都市部
企業との連携を担当しています。
　私が訪問した限りでは、マネジメント
研修などを農山漁村で行うことを選択肢
の一つとして検討する企業がいくつもあ
り、手応えを感じています。たとえば、「各
地域に根ざした商品提案や売場設計をす
るため、各地域の暮らしを社員に詳しく
調べてほしい」という理由から、社員を
農山漁村研修に送ることを検討する小売
業の会社がありました。
　農山漁村での研修は、都会の住人が
人生を見つめ直し、今後どう生きるかを
考える時間になることは間違いありませ
ん。一例を挙げると、農業は工業と違い、
決まった時期に決まった量の作物を作る
ことができません。メーカーの方なら、
その農業の現場に接するだけでもいろい
ろと思うことがあるはずです。私自身、
復興支援で地域の皆さんと触れ合うこと
で、新たな価値観を得ることができました。
　おそらく今後、研修や福利厚生などで
農山漁村を活用する企業が増えるでしょ
う。その手助けをしたいと思っています。

住民たちが
自ら維持する
農山漁村づくりを
後押ししたい
　私たちは2017年に、柴田町槻木地区
で古民家宿「柚子のあぜ道 雨乞のかえ
る」を始めました。同時に、この宿を中
心としたまちづくり事業にも携わってきま
した。地元の皆さんに恩返しをしたかっ
たからです。都市部から来る宿泊客の
方々は、宿から見える山や田畑、あぜ道
の風景が素晴らしいと口々におっしゃって
くださいますが、山も田畑もあぜ道も、
整備しているのは実はすべて地元の皆さ
んです。つまり、私たちは地元の皆さん
に稼がせていただいているのです。地域
の仕事をするのは当然だと思っています。
　これから長く生き残るのは、「住民たち
が自ら維持する農山漁村」だけでしょう。
柴田町がそうなるには、今から頑張って
地域を変えなくてはなりません。私はそ
の後押しをしたい。今回の取り組みも、
そうしたまちづくりの一環と捉えています。
　柴田町の農家の皆さんは、お金のため
にも休日のためにも働いていません。都
市部の方々は、その生き方から発見する
ことがたくさんあると思います。反対に、
地域の皆さんも都市部の方々から学ぶこ
とが多くあるはずです。このプラットフォ
ームには、さまざまな意味で地域を変え
る可能性があると感じています。

都会の人たちと
交流するのは
私たちの
大きな楽しみ
　私は柴田町槻木地区の農山村集落で
生まれ育ち、今まで暮らしてきました。
町役場に勤めた後に農家となり、並行し
て地域起こしに取り組んでいます。仲間
たちと一緒に、農家レストランや直売所
を作ったり、ハイキングコースを整備した
りしてきました。それもこれも、周辺の
住宅街や仙台市に住む皆さんに、槻木
を知っていただきたいからです。今なら、
直売所にはタケノコや山菜が並んでおり、
あちこちから買いに来てくださいます。こ
うしたことをきっかけに、槻木に興味を
持っていただけたらと思っています。
　ですから、今回のプラットフォームには
期待しています。私たちにとって、外の
方 と々の交流は大きな楽しみなのです。
　私の住む集落には信号もお店もありま
せん。道路や用水路の草刈りは、集落
の共同作業です。太陽が昇ったら起き、
暗くなったら眠ります。口ベタだけれど、
魅力的な人がたくさんいます。農業は誰
にも気を使うことがなく、年をとっても続
けられる仕事です。ここには都会とは違
う生活があり、異なる人々が住んでいま
す。都会の皆さんにとって、きっと面白い
ところだと思います。多くの方と触れ合え
たら嬉しいです。

宮城県農政部
×

ジバ観
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想
い
を
持
つ
方
々
が
交
流
し

学
び
あ
う
場
を
用
意
し
た
か
っ
た

　

農
山
漁
村
交
流
拡
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
考
え
た
そ
も
そ
も

の
き
っ
か
け
は
、
農
山
漁
村
を
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
想
い
を
持
つ
人
々
の「
出
会

い
と
交
流
の
場
」「
人
材
育
成
の
場
」を
用

意
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
２
０
１
８
年
か
ら
農
村
交
流
担
当

と
し
て
、
県
内
の
農
山
漁
村
、
特
に
内
陸

部
の
農
山
村
を
今
後
ど
う
し
た
ら
維
持
し

て
い
け
る
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

有
力
な
手
段
の
1
つ
が
、
農
山
漁
村
の
暮

ら
し
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
滞
在
し

て
楽
し
め
る
場
を
用
意
し
、
都
会
や
海
外

の
方
な
ど
を
呼
び
込
ん
で
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を

通
し
た
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
で
し
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
県
が
主
導
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。各
農
山
漁
村
の
事
業
者
・

住
民
・
行
政
に
自
分
た
ち
で
形
に
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
が
で
き
る
の

は
、
想
い
を
持
っ
て
自
走
す
る
事
業
者
・

住
民
・
行
政
を
増
や
す
た
め
に
、
彼
ら
が

出
会
い
、
交
流
し
、
学
び
あ
う
場
を
用
意

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
大
き
な
役
割
の
1
つ
で
す
。

　

実
は
２
０
１
９
年
３
月
に
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
検
討
す
る
会
議
を
開
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
打
ち
上
げ
の
席
で
初
対
面

の
2
人
が
早
速
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
想
を

話
し
始
め
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
私
は
こ
の
光
景
を
見
て
、
や
は
り
出

会
い
・
交
流
・
学
び
あ
い
の
場
が
必
要
だ

と
確
信
し
た
の
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
課
内
に
私
の
考
え
を

理
解
し
て
く
れ
る
上
司
や
同
僚
が
お
り
、

話
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

提
案
型
入
札
を
経
て
、
ジ
バ
観
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
立
ち
上

げ
を
目
指
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
定
の
人
物
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、
皆

で
学
び
合
う
こ
と
で「
地
域
人
材
の
底
上

げ
」を
し
た
い
の
で
す
。
想
い

を
持
っ
て
自
走
す
る
事
業
者
・

住
民
・
行
政
を
一
人
で
も
多
く

つ
く
り
た
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、

自
ら
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
を

増
や
す
一
番
の
近
道
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
収
益
を

得
る
仕
組
み
が
重
要
だ
っ
た

　

そ
の
後
２
０
１
９
年
８
月
か
ら
、
コ
ア

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
主
体
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
現
在
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕

組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の

が「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
」

で
し
た
。
私
た
ち
農
政
部
と
し
て
は
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
自
体
が
十
分
な
収
益
を

上
げ
る
こ
と
で
自
律
的
に
存
続
で
き
る
存

在
に
し
た
い
、
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
公
的
資
金
に
依
存
し
た

運
営
を
す
る
と
、
公
的
資
金
が
尽
き
た
ら

終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
長
く
続
く
も
の
に
す
る
に
は
、

自
ら
稼
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
皆
さ
ん
か
ら
出
て
き
た
の
が
、

「
都
市
部
企
業
と
農
山
漁
村
の
マ
ッ
チ
ン

グ
」に
よ
っ
て
収
益
を
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
正
直
に
言
う

と
、
会
議
の
最
中
、
う
ま
く
い
か
な
い
か

も
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
ア
イ
デ
ア
が
出
た
こ
と
で
、
全
員
が
同

じ
方
向
を
向
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

地
域
人
材
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
が
見
え
た
と

こ
ろ
で
、
次
に
柴
田
町
と
登
米
市
で
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

想
い
を
持
っ
て
自
走
す
る
事
業
者
・

住
民
・
行
政
を
宮
城
県
中
に
増
や
し
た
い

今
回
の
「
農
山
漁
村
交
流
拡
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
仕
掛
け
人
で
あ
る

宮
城
県 

農
政
部 

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課
の
小
野
寺 

淳
さ
ん
に
、

始
め
た
経
緯
や
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
伺
っ
た
。

農山漁村関係人口
創出プロジェクト

インタビュー

宮城県農政部
×

ジバ観

宮城県 農政部  農山漁村なりわい課 
技術副参事兼課長補佐 （総括担当）
小野寺淳さん
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や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
、「
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
、
そ
れ
を
準
備
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
地
域
を
変
え
る
」と
い

う
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

農
山
漁
村
の
皆
さ
ん
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
合
い
な
が
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
用
意
を
し
ま
す
。
そ
の
な
か
で
都
会
の

方
々
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
を
整
え
て
い

く
の
で
す
が
、
こ
れ
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
こ
の
気
持
ち
さ

え
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
が
支

援
し
や
す
く
な
り
、
受
け
入
れ
体
制
が
自

然
と
整
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

　

地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す

こ
と
が
、「
地
域
人
材
の
底
上
げ
」に
つ
な

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
キ
ッ
ク
オ

フ
を
経
て
、
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
会
員
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
今
後
は
、

早
く
成
功
事
例
を
つ
く
り
、「
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
と
地
域
が
こ
れ
ほ

ど
変
わ
る
！
」と
い
う
の
を
県
内
外
に
見

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　インターネットや物流の発達により人・モノ・
情報の世界的な流通が大きく加速した現代で
は、新型コロナウイルスの影響はグローバル
な経済、政治などから一人ひとりの仕事のあ
り方、家庭での過ごし方までさまざまに広が
っている。わずか1年前にこれほど大きく世界
が変化することを誰が予測しえただろうか。
　起きた出来事に適切に対応していくことは
大切だが、そればかりでは激変する環境に振
り回され続け、明日が見えない不安の中で被
害者の感覚が強まっていく。目前の課題対応
に追われ続けると「なぜ、何のためにやってい
るのか？」「どんな世界を実現したいのか？」と
いう問いが脇に置かれがちになり、ひたすら
タスク処理に忙殺されたり、意味が感じられ
ずに次第に手足が止まったりして、本当の成
果を結実させることはできない。
　厳しい状況だからこそ、私たち一人ひとりが、
どう生きていきたいのかという思いを寄せ合
い、暮らす地域をどうしていきたいのか、あり
たい姿を共有・共創しながら取り組みを進めて
いくことが重要だ。先が見えない世界に受け
身であり続けるよりも、見えないからこそ明確
な意思を持って作っていくのだ。未来は予測す
るだけでなく、自ら作ることができる。
　今、私たちは、本当に大事なことは何かを
問われている。人と人が、互いを尊重し助け
合う関わり、自然環境や動植物と共生する暮
らし方、誰もが安心して心豊かに生きることが
できる社会。そんな思いや願いに聴き耳をた
て、私たちが生きていることや地域が存在す
ることの意味、価値をもう一段深く問い直し
たい。あなたが生まれてきてよかったと思える
生き方や人との関わり方、地域の未来とはど
んな姿だろうか。
　我々は人の「想像力」と「創造力」を本気で
信じている。自分たちの未来を自分たちの手
で思い描きつくる、誰もがその主人公として
生きていく、そんな社会を日本のさまざまなと
ころで実現したい。

先が見えない時代に
必要な力とは？

考察

地域の人たちが主体
となる対話を促進し、
未来にむけたアクショ
ン創出を伴走するプ
ロファシリテーター集
団。2016年より全国
各地にて”地場”の力
で地域に人を惹きつ
ける”磁場”を生みだす

「ジバ観」を実施。

ジバ観 ファシリテーター

平澤 勉、荒川崇志、
長友まさ美

　

宮
城
県
で
の「
農
山
漁
村
交
流
拡
大
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」づ
く
り
は
、
２
０
２

０
年
度
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

２
０
２
０
年
度
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
本
格
的
に
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
参
加
す
る
農
山
漁
村
、

参
加
企
業
を
増
や
し
、
成
功
事
例
の
パ
タ

ー
ン
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
、
他
の
都
道
府

県
で
同
様
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
も
構
想
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
最
終
的
に
日
本
中
で
農
山
漁
村
と

都
市
部
人
材
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
農

山
漁
村
と
都
市
を
行
き
来
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
姿
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と

を
、
ジ
バ
観
は
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
観
光
や
農
山
漁
村
以
外
に

ジ
バ
観
の
方
法
論
を
適
用
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
地
域
福
祉
や
地
域
防
災
の
あ

り
方
を
考
え
る
コ
ア
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

地
域
全
員
で
福
祉
や
防
災
に
取
り
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
福
祉
ツ
ー
リ
ズ

ム
）や
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
で
都
市
部

人
材
と
交
流
す
る
道
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

地
域
に
共
創
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
チ
ー

ム
で
話
し
合
っ
て
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
と

い
う
方
法
は
、
お
そ
ら
く
ま
ち
づ
く
り
の

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
応
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
し
た
ジ
バ
観
の
可
能
性
を

さ
ら
に
押
し
広
げ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
る
の
だ
。

他
の
都
道
府
県
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て
み
た
い

今後の
展開
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っ
た
。
同
質
性
が
高
い
繋
が
り
な
の
で
情

報
が
伝
わ
り
や
す
い
上
に
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
コ
ス
ト
も
か
か
ら
ず
、
た
め
ら
う
必

要
が
な
い
。
そ
の
中
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
が
い
れ
ば
、
そ
の
影
響
力
で
、
よ
り
情

報
を
拡
散
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。

 

―
―
信
頼
し
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
は
、

信
じ
や
す
い
で
す
ね
。

　

そ
の
上
、
い
い
ね
！
も
リ
ツ
イ
ー
ト
も

数
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

１
回
も
リ
ツ
イ
ー
ト
さ
れ
な
い
情
報
と
、

１
０
０
万
回
リ
ツ
イ
ー
ト
さ
れ
た
情
報
と

ど
ち
ら
を
見
る
か
と
い
う
と
、
１
０
０
万

回
の
方
を
見
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
人
々

の
評
価
が
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

情
報
に
色
が
付
く
。
強
調
さ
れ
た
状
態
で

届
く
か
ら
、
飛
び
つ
き
や
す
く
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
ね
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
善
意
か
ら
発
信

し
た
も
の
の
、
謝
っ
た
情
報
が
拡
散
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

元
々
悪
意
が
あ
る
、
パ
ロ
デ
ィ
、
善
意

な
ど
、
最
初
の
発
信
の
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
受
け
取
る
側
に
よ
り
情
報
は
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
リ
ツ
イ
ー
ト
す
る
こ

と
で
受
け
取
る
側
が
今
度
は
送
り
手
に
な

り
、
そ
こ
に
心
配
事
な
ど
の
感
情
が
追
加

さ
れ
、
情
報
が
強
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

意
味
が
変
わ
っ
て
伝
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
。
理
屈
で
は
な
く
感
情
を
突
き
刺
す

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
デ
マ
は
、

何
が
異
な
る
の
か
？

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

中
で
、
実
に
様
々
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
マ

は
昔
か
ら
あ
り
ま
す
が
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
た

の
は
、
前
回
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
が

行
わ
れ
た
２
０
１
６
年
か
ら
で
す
が
、
そ

の
大
き
な
特
徴
は
「
拡
散
」の
部
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
あ
る
デ
マ
と
い

う
も
の
は
基
本
的
に
は
口
伝
え
で
、
広
が

る
と
い
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で

留
ま
っ
て
い
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
り
、

リ
ア
ル
で
利
害
を
伴
う
友
人
関
係
で
は
な

く
、
い
つ
で
も
切
れ
る
、
ま
た
は
繋
が
れ

る
よ
う
な
「
興
味
」、「
関
心
」で
成
り
立

つ
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

の
が
大
き
い
で
す
ね
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
た
頃
は
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
政
治
の
場
合
は
そ
の
国
以
外

の
人
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
は
命
に
関
わ
る
危
機
な
の
で
、
国
や

人
種
を
選
ば
ず
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が

容
易
に
国
境
を
越
え
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
抜
き
、

拡
散
し
な
い
方
法
と
は
？

―
―
間
違
え
て
拡
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
情

報
を
訂
正
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
気
軽

に
い
い
ね
！
や
リ
ツ
イ
ー
ト
を
し
な
い
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。

　

拡
散
す
る
と
思
っ
て
い
な
く
て
も
拡
散

さ
れ
て
し
ま
う
時
代
で
す
か
ら
。
こ
う
い

う
時
に
は
科
学
者
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

（
思
考
回
路
）み
た
い
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

科
学
者
と
は
、
常
に
解
か
れ
て
い
な
い
新

し
い
も
の
と
対
峙
し
続
け
る
職
業
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
に
は
謙
虚
に
な
り
、
態
度
を

保
留
す
る
。
決
め
つ
け
ず
に
、
一
次
情
報

や
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
探
し
て
み
た
り
。
時

に
感
情
的
に
な
っ
て
書
い
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
何
秒
かdelay

（
遅
ら
せ

る
）が
あ
る
と
我
に
返
る
瞬
間
と
い
う
の

が
で
き
ま
す
よ
ね
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
の
先
が
世
界
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い

イラスト／畦原雄治　

名古屋大学
大学院講師
笹原和俊さん

2005年東京大学大学院総合文化
研究科博士課程修了。博士（学術）。
現在、名古屋大学大学院情報学
研究科講師。専門は計算社会科
学。主著に『フェイクニュースを科学
する　拡散するデマ、陰謀論、プ
ロパガンダのしくみ』（化学同人）。

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

IT業界を中心とした技術開発は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで “詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
JRC流に解説。
観光業界への影響を考察していこう。

フェイクニュース

2

今や、すっかり聞き慣れた言葉となった「フェイクニュース」。
かつては対岸の火事と思われた現象も、新型コロナウイルス禍の中で、
我々の日常生活でも避けがたい存在になってきた。
その実態や対応について、科学者の視点で解説していただく。
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き
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

欧
米
で
は
S
N
S
が
選
挙
介
入
な
ど
政

治
的
な
も
の
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
、
ド
イ
ツ
等
で
は
、
法
に
よ
る
規

制
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

S
N
S
が
一
般
的
に
政
治
を
語
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は
欧

米
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
今
は
そ
う
で
も
10
年
後
も
同
じ
と
い

う
保
証
は
全
く
な
い
。
今
の
う
ち
に
海
外

の
状
況
を
分
析
し
、
ワ
ー
ス
ト
シ
ナ
リ
オ

を
想
定
し
て
、
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
未
知
の
部
分
が
多
く
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
生
ま
れ
や
す
い
。

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
出
続
け
る
と
思
い

ま
す
。
友
人
や
知
人
か
ら
の
情
報
で
も
鵜

呑
み
に
せ
ず
、
感
情
的
に
反
応
せ
ず
、
客

観
的
か
つ
冷
静
に
対
応
し
て
、
不
確
か
な

情
報
を
流
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
付
き
合
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
同
質
性
が
高
い
か
ら
話
が
伝
わ
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
興
味
関
心
で

繋
が
る
の
で
S
N
S
で
は
似
た
よ
う
な
人

ば
か
り
に
囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

い
い
ね
！
さ
れ
た
り
し
て
心
地
よ
い
関
係

が
築
け
ま
す
が
。

　

世
の
中
に
は
無
限
の
情
報
が
溢
れ
て
い

ま
す
が
、
同
じ
興
味
関
心
を
持
つ
ユ
ー
ザ

ー
を
た
く
さ
ん
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
、

結
果
的
に
同
じ
よ
う
な
情
報
が
流
通
す
る

閉
じ
た
環
境
に
な
っ
て
い
く
。
自
分
の
発

信
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
意
見
ば
か
り
が

返
っ
て
く
る
こ
の
状
況
を
、
閉
じ
た
小
部

屋
で
音
が
反
響
す
る
物
理
現
象
に
例
え
て

「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー（Echo Cham

ber

）」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
小
部
屋
の
中
に
い
る

と
何
度
も
同
じ
情
報
を
見
聞
き
す
る
こ
と

で
、
真
偽
不
明
の
怪
し
い
情
報
で
も
信
じ

込
み
や
す
く
、
共
有
し
や
す
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
こ
の
状
態
を
避
け
る
た
め

に
お
す
す
め
し
た
い
の
が
、
自
分
と
は
少

し
違
う
観
点
の
人
を
入
れ
て
お
く
と
い
う

方
法
で
す
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
全
体
の
数
は
変

え
ず
に
、
５
％
ほ
ど
そ
う
い
う
人
を
入
れ

る
こ
と
で
、
情
報
の
多
様
性
が
上
が
っ
て

い
き
ま
す
。

―
―
自
分
に
と
っ
て
は
や
や
心
地
悪
く
な

り
ま
す
よ
ね
？

　

心
地
悪
い
で
す
（
笑
）。
多
様
性
と
は

摩
擦
が
あ
り
、
心
地
悪
い
も
の
で
す
。
で

も
、
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
見
え
て
く
る

世
界
が
変
わ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き

な
気
づ
き
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
自
分
で

も
試
し
て
い
ま
す
が
、
心
地
悪
い
け
ど
大

切
な
こ
と
だ
と
頭
で
わ
か
っ
て
い
る
の
で

続
け
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
す
る
側
と
し
て
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

―
―
コ
ロ
ナ
禍
も
そ
う
で
す
が
、
近
年
で

は
自
然
災
害
も
多
く
、
観
光
へ
の
影
響
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
住
み
慣

れ
た
地
域
な
の
で
「
も
う
大
丈
夫
で
す
」

と
言
っ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
逆
効
果

に
な
る
こ
と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

誤
解
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
自
治
体
等

が
情
報
発
信
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
点
は

あ
り
ま
す
か
？

 

「
大
丈
夫
」と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も

「
意
見
」で
す
。
事
実
を
き
め
細
か
く
発

信
し
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
十
分
安
全

な
通
常
の
範
囲
内
だ
と
い
う
根
拠
を
デ
ー

タ
で
示
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て

そ
の
デ
ー
タ
を
日
々
出
し
続
け
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
続
け
る
。
そ
の

上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
災

害
な
ど
衝
撃
的
か
つ
不
確
か
な
部
分
が
多

い
情
報
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

拡
散
さ
れ
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
は
、

L
I
N
E
の
中
で
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
が
出

回
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
個
人
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

●SNSというプラットフォームができ
たことにより、誤った情報が広く拡
散、共有されるようになった。

●情報をリツイートする際には、客
観的になり、その真偽を確認する
必要がある。

●情報発信をする際には、不確かな
部分を取り除き、データに基づい
た情報を提供することで、フェイク
ニュースおよび風評被害を防ぐこ
とに繋がっていく。

フェイクニュースをまとめると

閉じられた世界は、
エコーチェンバー以外にも
似たもの同士に囲まれることで同じような情報がこ
だまするエコーチェンバーの他にも、SNSにはフェ
イクニュースが拡散しやすい要因がある。それが「フ
ィルターバブル（Filter Bubble）」。これはユーザー
の個人情報を学習したアルゴリズムにより、その人
にとって興味関心がありそうな情報ばかりが流れるよ
うな環境。アルゴリズムが学習を繰り返すことでフィ
ルターがさらに強化され、フェイクニュースに騙され
やすい傾向のある人にはフェイクニュースが集まるよ
うな環境を自ずと作り出してしまう恐ろしさがある。
また、LINEのような閉じたSNSの場合には繋がり
が濃いために、誤った情報でも訂正をしづらいとい
う社会的な面がある。

エコーチェンバー  イメージ
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「
相
手
に
興
味
を
持
つ
こ
と
」が

お
も
て
な
し
へ
の
第
一
歩

　

オ
フ
ィ
ス
の
受
付
は
企
業
の
顔
。
そ

こ
に
立
つ
ス
タ
ッ
フ
の
来
客
対
応
は
、

企
業
そ
の
も
の
の
印
象
を
も
左
右
す
る
。

そ
ん
な
接
客
の
最
前
線
に
11
年
立
ち
続

け
た
橋
本
氏
に
、
ま
ず
は
受
付
と
し
て

の
「
お
も
て
な
し
」
の
極
意
を
聞
い
て

み
た
。

「
受
付
の
仕
事
の
本
質
は
、来
客
の
方
と

社
員
が
円
滑
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
入
る

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

は
『
無
駄
が
な
い
こ
と
』
こ
そ
が
お
も

て
な
し
な
ん
で
す
ね
。
目
立
つ
場
所
で

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
一
方
で
、
お
茶

を
出
す
と
き
に
は
気
配
を
消
す
こ
と
も

必
要
で
す
」

　

求
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
す
れ
ば

無
駄
に
な
り
、「
受
付
が
出
し
ゃ
ば
っ
て

い
る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
に

な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
場
面
に
よ
っ

て
、
ま
た
人
に
よ
っ
て
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
違
う
。ベ
ー
ス
に
な
る
の
は「
察

す
る
」
力
。
そ
の
た
め
に
は
「
お
客
様

の
頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
よ
く
見

る
」
と
橋
本
氏
は
言
う
。
そ
れ
は
つ
ま

り
、
相
手
に
興
味
を
持
ち
、
知
ろ
う
と

す
る
こ
と
だ
。

 

「
人
に
よ
っ
て
、
ま
た
同
じ
人
で
も
タ

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

接客の仕事にITが入ることは、人の仕事を奪うのか？企業の受付として経験を積み、
新たなITサービスを立ち上げた若手女性CEOが考える、「人を介する仕事」の意味。

好
き
な
仕
事
が
失
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
が
自
分
の
仕
事
の
価
値
を

上
げ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

写真／佐藤兼永

愛
す
る
仕
事
を
サ
ー
ビ
ス
に
育
て
た

元
・
受
付
ス
タ
ッ
フ
の
経
営
者

51
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イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
喜
ば
れ
る
ポ
イ

ン
ト
は
違
い
ま
す
。そ
れ
を
察
し
て
、そ

れ
で
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
好
き
な

ん
で
す
」

Ｉ
Ｔ
は
、人
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
を
引
き
立
て
る
も
の

　

11
年
間
に
わ
た
っ
て
ス
キ
ル
を
磨
き
、

や
り
が
い
も
感
じ
て
い
た
受
付
の
仕
事

を
辞
め
て
起
業
し
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
？

 

「
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
受
付
ス

タ
ッ
フ
は
派
遣
社
員
が
多
く
、
い
く
ら

ス
キ
ル
が
あ
っ
て
ず
っ
と
や
り
た
い
と

思
っ
て
も
い
ず
れ
は
失
っ
て
し
ま
う
仕

事
な
ん
で
す
。
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
に
し

て
提
供
す
れ
ば
、
自
分
の
分
身
が
作
れ

て
、
自
分
の
培
っ
て
き
た
ス
キ
ル
を
世

界
中
に
届
け
ら
れ
る
ん
で
す
。『
こ
れ
こ

そ
自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
だ
』
と

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
」

　

起
業
し
て
作
り
上
げ
た
の
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
無
人
で
受
付
手

続
き
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
一
見
す
る

と
、
橋
本
氏
自
身
が
愛
し
て
き
た
人
対

人
の
仕
事
を
、
排
除
し
て
し
ま
う
も
の

の
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
「
人
が
や
ら
な
く
て
い
い

仕
事
」
だ
と
い
う
。

 

「
人
が
や
ら
な
く
て
い
い
こ
と
は
、
人

が
や
ら
な
い
ほ
う
が
全
員
が
幸
せ
な
ん

で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
顔
馴
染
み
の

お
客
様
な
の
に
毎
回
わ
ざ
わ
ざ
記
名
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
多
忙
な
社
員
に
い

ち
い
ち
内
線
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
、

や
り
な
が
ら
『
な
ん
だ
か
申
し
訳
な
い

な
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う

部
分
を
シ
ス
テ
ム
で
解
決
す
る
の
は
、

人
の
仕
事
を
奪
う
こ
と
で
は
な
く
、
人

が
そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
集

中
す
る
助
け
に
な
る
と
思
う
の
で
す
」

 

「
や
り
た
い
仕
事
」
が
他
の
誰
か
に
と

っ
て
も
幸
せ
な
も
の
な
ら
何
も
問
題
は

な
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
仕
事
そ

の
も
の
が
失
わ
れ
る
原
因
に
な
っ
て
し

ま
う
。「
他
の
誰
か
に
と
っ
て
も
幸
せ

か
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
仕

事
の
価
値
を
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
も

あ
る
の
だ
。

橋本氏が経営する株式会社RECEP 
TIONISTでは、『RECEPTIONIST（レ
セプショニスト）』というクラウド受付シ
ステムを提供。iPadで来客を取り次ぐ
システムで、内線通話が不要になるだけ
でなく、来客履歴のデータが自動的に蓄
積されるメリットもある。ベンチャーや
IT系企業を中心に利用が拡大中で、「サ
ービスを使って働き方が変わった」「もう
内線電話には戻れない」という声が、今
の橋本氏にとって最大の喜びだ。

『RECEPTIONIST』は、長年受付に立
ってきたからこそわかる課題を解決する
サービス。

根底にある「人を喜ばせたい」思いは変わ
らない。

来客取次不要の受付システム
『RECEPTIONIST』

苦
手
を
隠
さ
な
い
ほ
う
が

人
は
つ
い
て
き
て
く
れ
る

　

た
っ
た
ひ
と
り
の
起
業
に
は
苦
労
も

多
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
き
や
、「
も
う
忘

れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
く
ら
い
濃

厚
な
日
々
で
し
た
」
と
微
笑
む
。

 

「
女
性
の
起
業
は
ト
ク
な
こ
と
ば
か
り

で
し
た
よ
。
そ
も
そ
も
数
が
少
な
い
か

ら
み
ん
な
助
け
て
く
だ
さ
る
し
、
国
の

支
援
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
経
営
者
の

先
輩
方
も
、
み
な
さ
ん
喜
ん
で
仲
間
に

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
」

　

始
め
た
と
き
は
一
人
だ
っ
た
が
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
人
が
来
て
く
れ
た
。

今
は
そ
の
人
た
ち
を
巻
き
込
み
、
み
ん

な
の
力
で
新
し
い
文
化
を
創
り
出
し
て

い
る
実
感
が
あ
る
。

 

「
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
大
切
だ
と
思

う
の
は
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
や
す
い
こ
と
、
自
分
の
苦
手
を

隠
さ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
自
分
が
強
く

思
う
こ
と
。
受
付
の
経
験
し
か
な
い
か

ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
て

当
た
り
前
で
し
た
し
、
そ
こ
で
『
わ
か

ら
な
い
の
で
教
え
て
下
さ
い
』
と
肩
肘

張
ら
ず
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
が
よ
か

っ
た
か
な
と
、
今
は
思
い
ま
す
」

 

多
忙
な
合
間
を
縫
っ
て
国
内
旅
行
に

も
行
く
が
「
私
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
満

足
度
は
高
い
で
す
よ
」
と
語
る
。

 

「
日
本
は
素
晴
ら
し
い
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
る
国
。
そ
れ
を
紹
介
で
き
る
観
光

の
お
仕
事
は
、
本
当
に
誇
ら
し
い
お
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。
時
代
や
環
境
が
変

わ
れ
ば
お
も
て
な
し
の
形
は
変
わ
り
ま

す
が
、
観
光
に
関
わ
る
方
に
は
、
ご
自

身
の
お
仕
事
が
そ
う
い
う
誇
ら
し
い
お

仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

1981年三重県生まれ。23歳のとき派遣でトランス・コス
モス株式会社に入って以来、IT企業数社で受付として働き、
34歳で起業。安室奈美恵さんの大ファンでもあり「ファン
対応、プロ意識など多くを学んだ」という

『RECEPTIONIST』は、長年受付に立ってき
たからこそわかる課題を解決するサービス。
根底にある「人を喜ばせたい」思いは変わらない
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さいたま市大宮盆栽美術館
埼玉県さいたま市北区
土呂町2-24-3
☎048-780-2091
https://www.bonsai-
art-museum.jp/

　

国
内
外
の
盆
栽
愛
好
家
に
と
っ
て
、

盆
栽
の
聖
地
と
さ
れ
る「
大
宮
盆
栽

村
」の
歴
史
は
意
外
に
短
い
。
関
東
大

震
災（
１
９
２
３
年
）で
被
害
を
受
け

た
東
京
団
子
坂（
文
京
区
千
駄
木
）の

盆
栽
職
人
た
ち
が
新
天
地
を
求
め
て
こ

の
地
に
移
り
住
み
、
幅
広
で
碁
盤
の
目

の
よ
う
に
整
え
た
道
路
整
備
や
街
路
樹

の
植
栽
に
力
を
注
ぎ
、
一
か
ら
町
づ
く

り
を
進
め
て
約
１
世
紀
。
当
時
、
山
林

地
帯
だ
っ
た
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
は
、

豊
富
な
地
下
水
、
清
涼
な
空
気
、
関
東

ロ
ー
ム
層
の
赤
土
が
植
物
の
育
成
に
適

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
盆
栽
村
の
歴

史
は
、
何
よ
り
盆
栽
優
先
の
町
づ
く
り

の
歴
史
だ
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
居
住

の
条
件
と
し
て
、「
盆
栽
を
10
鉢
以
上

持
つ
こ
と
」「
門
戸
を
開
放
し
、
い
つ
で

も
誰
で
も（
盆
栽
を
）見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
」な
ど
の
住
民
協
約
が
結
ば
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
当
時
の
名
残

は
、
道
路
に
沿
っ
て
植
栽
さ
れ
た
樹
木

の
名
を
付
け
た「
さ
く
ら
通
り
」「
や
な

ぎ
通
り
」「
し
で
通
り
」な
ど
５
つ
の
道

路
名
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

最
盛
期
に
は
約
30
軒
、
現
在
6
軒
の

盆
栽
園
が
あ
る「
大
宮
盆
栽
村
」の
北

縁
に
接
す
る
土
呂
町
に
は
、
世
界
初
、

日
本
で
唯
一
の
公
立
盆
栽
専
門
美
術
館

『
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
』が

あ
り
、
名
品
盆
栽
や
盆
器（
植
木
鉢
）、

水
石（
鑑
賞
石
）、
絵
画
な
ど
の
、
盆
栽

文
化
の
集
大
成
と
な
る
展
示
・
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
盆
栽
体
験
な
ど
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
施
、

『
米
国
立
盆
栽
・
盆
景
園
』な
ど
海
外
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
連
携
・
交
流
や

S
N
S
を
通
じ
て
、
国
内
外
へ
盆
栽
文

化
を
発
信
し
て
い
る
。
外
国
の
人
に
盆

栽
が
分
か
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
う
こ

と
な
か
れ
。
公
式
S
N
S
の「
い
い

ね
！
」の
実
に
約
９
割
は
外
国
人
か
ら

の
も
の
だ
と
か
。
ま
た『
大
宮
盆
栽
美

術
館
』近
隣
の
市
立
小
学
校
で
は
、
児

童
が
5
年
生
か
ら
一
人
一
鉢
盆
栽
を
育

て
、
卒
業
式
に
は
マ
イ
盆
栽
を
持
っ
て

巣
立
っ
て
行
く
。
盆
栽
を
通
し
て
自
然

の
力
強
さ
や
美
し
さ
を
知
り
、
日
本
文

化
へ
の
感
性
を
育
ん
だ“
侘
び
寂
び
の

分
か
る
”子
供
た
ち
が
、や
が
て「
大
宮

盆
栽
村
」と
世
界
の
盆
栽
文
化
の
架
け

橋
と
な
る
と
妄
想
は
膨
ら
む
の
で
あ
る
。

さいたま市：人口131万8,363人
（2020年4月1日現在）

左／龍が水際から体をくねらせ、首をもたげて空へ昇る姿に見立てた五葉松「青龍」（推定樹齢350年。幅157cm・高さ
75cm）。枯れて白骨化した枝や幹は「神（じん）」「舎利（しゃり）」と呼ばれる 右／紅葉した山もみじ「武蔵ヶ丘」（推定樹
齢150年。幅133cm・高さ89cm）。癒着して盛り上がった根は「盤根（ばんこん）」と呼ばれ、もみじ盆栽の見所の一つ

五葉松「日暮し」（推定樹齢450
年。幅107cm・高さ70cm）を主
木に、季節感を表現する添え草
と掛け軸で構成した座敷飾り

（床飾り）。鉢に植えられた草木
に凝縮された自然界の景色と、
主木を引き立てる掛け軸が一体
となった空間の調和を室内で楽
しむ（資料・写真３点提供／さい
たま市大宮盆栽美術館）

１
０
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の
町
に



2020年に入り、急激な状況の変
化が続いております。新型コロ
ナウイルスと向き合う生活は不
安や困難の毎日だと思います。
その生活の中で価値観の変化・
進化が起こってきているのでは
ないでしょうか。じゃらんリサー
チセンターとしては、Withコロナ、
Afterコロナの時代の旅行スタイ
ル、旅行需要はどうなるか見て
いきたいと思っております。本号
の第一特集は、2030年に向け
て地域の観光産業を成長させる
インバウンド需要創造研究にな
ります。全世界で安心して海外
旅行ができるまで、まだ時間が
かかります。収束後には今まで
以上に魅力的な地域が増えてい
くことを期待し、共に創造してい
きたいと思っております。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、⼒になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-5218-1306
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅⼒の再発⾒

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅⼒の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達⼒の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

気仙沼流CRM
実践塾

顧客と向き合えば地域が変わる
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『じゃらん宿泊旅行調査2019』から
読み解く 

日本人旅行
最新トピックス
海外ツーリズムレポート
日本の温泉文化とも共通点が多い！？

注目！フィンランドの
サウナツーリズム

期間限定連載 第3回
観光のもやもやサイエンス
サービス・マーケティング編

サービスの人材要件
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
Apish 代表取締役 美容師

坂巻哲也
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
新潟県錦鯉

Customer Relationship Management
カスタマー・リレーションシップ・マネジメント
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インバウンド向け新ルート造成、
おもてなし強化、観光地のバリアフリー対応…勝機は日本中にアリ東京2020オリンピック・パラリンピックに備えよ海外ツーリズムレポート第二弾海外観光地の事例に学べ！外国人を呼び込む観光マーケティング術期間限定連載 第4回 最終回観光のもやもやサイエンスサービス・マーケティング編顧客満足度はなぜ重要なのか？

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像千代田区立麹町中学校  校長工藤勇一

From Local世界に誇るまち・むらのしごと香川県手袋

誕生15年！

『新・ご当地
グルメ』が

地域に残した
もの
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発表！人気温泉地ランキング2020

まちづくり、アクセス改善…

あの有名温泉地も

改革効果でランクアップ！

行きたくなる
温泉地　

その人気の
秘密

平成31年度「新しい東北」

交流拡大モデル事業（普及・展開）

概要より

2020注目のコト消費コンテンツ

スポーツツ
ーリズムの

可能性
新連載

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に、日
は西に

今号のキー
ワード

ブロックチ
ェーン

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

株式会社サ
スエ前田魚

店  5代目店
主

前田尚毅

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

神奈川県

ビーチサン
ダル
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